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寧
 ろ
 神
で
あ
る
と
云
 う
こ
 

 
 

 
 

、
人
間
に
内
在
す
る
の
 

 
 

 
 

 
 

二
一
 

l
 

2
 
 の
・
ド
ず
・
 
り
 0
.
 寮
 ・
 チ
 
ゲ
 臣
 ・
 め
 

 
 

ヨ
 n
 二
リ
 
戸
の
千
 
コ
あ
山
ョ
 
0
 せ
の
曲
伸
二
Ⅱ
 

0
 日
）
 
け
く
 
の
神
口
Ⅱ
い
し
の
の
」
 

3
 
9
 
 口
 下
 ・
ロ
付
 
1
 。
 角
い
 

P
 
O
.
 

の
 ロ
ソ
じ
ザ
 Ⅱ
 

 
 

ヱ
 。
局
の
（
戸
田
が
 

宙
曲
の
 
・
」
 

 
 

 
 

｜
ヌ
ス
と
 論
争
 す
 

 
 

 
 

志
を
強
く
 主
 

張
 し
た
。
 

5
 
 の
・
ビ
オ
・
Ⅰ
 
曲
 。
 
1
 Ⅰ
が
 

n
.
 

の
・
の
Ⅱ
 

パ
 ・
の
・
 
ぺ
 ・
 曲
 Ⅰ
 卍
 

 
 

 
 

笘
づ
 0c
c
 

曲
庄
の
 

官
お
 典
 

c
 す
（
日
程
 
2
 日
計
 

p
o
 

弓
ヨ
隅
注
奉
の
 ・
」
 

6
 
 の
・
 円
 F
.
 
 

ロ
ロ
ー
Ⅰ
㏄
の
・
の
・
の
Ⅱ
Ⅹ
，
 

p
.
 
Ⅱ
 

 
 

㏄
 ヰ
 
0
 Ⅰ
の
㍉
の
の
Ⅱ
Ⅰ
の
ロ
ヨ
組
目
の
い
 

目
 Ⅹ
 ゴ
 
～
 
i
0
 

㏄
Ⅱ
 

曲
ヱ
 
が
の
・
」
 

7
 
 の
・
ロ
ゴ
・
（
 
笘
 1
.
 
角
が
の
・
の
・
 

ぃ
 
。
 稗
 a
.
 
Ⅰ
 

 
 

 
 

の
 二
円
 注
忘
の
 

）
仁
の
曲
 

力
 0
 
ロ
 ロ
ヱ
 
の
・
」
 

五
 

 
 

 
 

れ
に
よ
っ
て
「
存
在
」
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力
 め
 恩
寵
」
（
 拍
 「
 曲
 （
 
守
 

 
 

 
 

（
 
0
 
 
ロ
耳
レ
コ
が
の
コ
リ
曲
目
Ⅱ
笘
の
）
 

 
 

 
 

な
い
の
で
あ
っ
て
 、
も
 

（
 
3
 ノ
 

 
 

 
 

か
り
で
な
く
、
既
に
与
 

 
 

 
 

成
 聖
の
恩
寵
」
と
同
時
 

 
 

 
 

0
 
 月
恩
寵
」
の
み
に
よ
 

 
 

 
 

て
 、
一
成
聖
の
恩
寵
 一
 

 
 

 
 

は
 、
そ
の
こ
と
に
よ
 つ
 

 
 

 
 

性
は
 、
前
述
せ
る
 如
 

 
 

 
 

目
ノ
 コ
 ア
 
。
Ⅱ
神
曲
一
の
ノ
ー
 

ア
し
よ
 

り
 、
そ
の
可
能
性
は
喪
失
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
 

 
 

神
と
の
交
り
の
 -
 
断
絶
に
 

 
 

 
 

た
 後
も
、
い
よ
い
よ
 神
 

 
 

 
 

続
 け
 ね
ば
な
ら
な
い
の
 

 
 

 
 

り
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
、
 

5
7
 

聖
 ト
マ
ス
に
於
け
る
恩
寵
と
自
由
意
志
に
つ
い
て
 

二
 一
一
 

 
 

 
 

 
 

に
 ・
変
化
さ
せ
ら
れ
る
 

 
 

 
 

 
 

わ
 げ
で
は
な
く
、
従
 っ
 

 
 

 
 

し
て
、
「
 
義
 」
と
さ
れ
る
 

 
 

 
 

云
 う
 こ
と
が
出
来
る
。
 



 
 

さ
れ
た
臨
時
の
馬
の
如
ぎ
も
の
が
、
 
「
助
力
の
恩
寵
」
で
あ
る
な
ど
と
考
え
る
べ
 

 
 

 
 

り
に
其
の
荷
物
が
重
す
 

 
 

 
 

の
 
～
 
ヰ
 ・
 ツ
円
曲
ド
コ
 

の
 
，
 い
 
の
 
。
 
脂
 

 
 

増
補
さ
れ
た
。
 

2
 
%
 ㍉
の
由
り
の
の
 

荏
も
 
が
 
へ
 
ま
 Q Ⅰ
が
（
 

i
0
 
 

年
ド
ペ
ト
コ
リ
 

の
コ
リ
ヰ
目
㍉
 

り
の
 

 
 

）
田
笠
 
の
 n
@
 
 

ハ
リ
 
・
 レ
 
）
 
A
.
 
の
 n
@
 

 
 

@
 の
 ・
㏄
 ヂ
 も
き
切
り
の
・
の
め
 
ゲ
め
 n
,
 
）
 

 
 

切
曲
 
Ⅰ
 い
 

4
 
 の
・
 
円
 F
.
 ロ
 。
 
1
.
 
Ⅰ
 p
 
。
 o
.
H
 
）
 
p
.
p
.
 
㏄
 

 
 

 
 

由
井
の
 
口
ノ
 
0
 コ
 

ひ
 
0
 曲
 仁
 ㏄
笘
の
）
 

コ
セ
 ）
Ⅱ
 

田
 
仁
井
 
e
@
l
.
 

」
 

 
 

・
 せ
 0
 ）
 
口
 コ
 
（
 O
 
H
H
.
 
 

づ
卜
め
 
㏄
 

 
 

R
 
 の
・
 り
脂
い
巾
 
）
 
H
H
.
 
 

の
・
㏄
の
㏄
 

0
 

 
 

田
づ
 の
の
。
四
件
 

二
ヨ
コ
ノ
 
。
Ⅱ
庄
が
ご
の
・
」
 

Ⅰ
 
、
 
/
 
・
 

 
 

 
 

の
 恩
寵
」
（
 抽
 S
 ま
曲
 

 
 

 
 

の
 「
助
力
の
恩
寵
」
を
 非
 

 
 

 
 

に
 於
て
も
、
本
質
的
に
 

（
 
ム
リ
 

）
 

は
 消
滅
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
 

一
四
 

1
%
 

 
 

 
 

か
ら
来
る
の
で
あ
 っ
 



 
 

 
 

寵
 に
よ
っ
て
。
始
め
て
 

 
 

 
 

論
じ
た
こ
と
に
よ
っ
て
 

 
 

 
 

の
、
 云
わ
ば
、
「
充
足
 

 
 

 
 

て
 、
「
 成
 聖
の
恩
寵
」
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
。
而
し
て
、
 

 
 

 
 

根
底
に
常
に
見
出
さ
れ
 

 
 

 
 

わ
れ
る
べ
 き
 も
の
で
あ
 

 
 

 
 

恩
寵
で
あ
る
。
そ
れ
 

（
 
コ
 
Ⅰ
）
 

 
 

 
 

つ
て
、
前
者
は
、
人
間
 

 
 

 
 

」
 へ
持
 来
ら
す
恩
寵
で
 

 
 

 
 

な
神
の
働
ぎ
な
の
で
あ
 

 
 

 
 

象
 化
す
る
 恐
 力
も
あ
る
 

 
 

 
 

と
 思
 う
 。
誠
に
、
そ
れ
 

 
 

 
 

易
 に
捨
て
去
り
得
な
い
 

も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

能
 的
に
行
為
の
主
体
 

 
 

 
 

寵
 で
あ
っ
た
。
し
か
る
 

 
 

 
 

と
た
び
人
間
の
魂
の
中
 

一
五
 

聖
 ト
マ
ス
に
於
け
る
恩
寵
と
自
由
意
志
に
つ
い
て
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く
 相
違
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

場
ム
ロ
 
が
考
え
ら
れ
 

 
 

 
 

る
が
、
全
堕
落
 説
 を
と
 

-
.
 

Ⅰ
 l
 
）
 

 
 

 
 

自
由
意
志
を
主
張
し
な
 

 
 

一
 Ⅰ
 
、
ノ
 

 
 
 
 

 
 

 
 

そ
の
た
め
、
先
に
述
べ
 

 
 

 
 

、
彼
自
身
の
思
想
で
お
 -
 

 
 

 
 

あ
る
と
す
る
見
解
も
 

（
 
4
 ）
 、
 

 
 

日
ザ
せ
 o
 ㌃
 H
H
.
 
 

づ
 ・
 
肚
め
 
Ⅰ
 

2
 
 の
 円
プ
 Ⅰ
 
@
 の
 ・
の
㎏
 
ダ
 Ⅵ
 
W
 
り
で
 
1
1
.
 

Ⅱ
Ⅰ
 

p
 
。
・
 
0
,
 
）
 
0
 
ゅ
 拝
の
 

 
 

幅
 
Ⅱ
 
曲
侍
朴
ヒ
ヲ
づ
 

Ⅰ
の
の
で
 

ゅ
 
Ⅱ
の
Ⅱ
の
・
 

｜
 」
 

 
 

 
 

W
 
而
 
Ⅰ
㏄
Ⅰ
 

ロ
コ
ヒ
ヨ
 

し
 6
 ロ
）
コ
田
 

0
q
 

）
二
の
 

コ
ノ
 
。
 
づ
 
0
 
コ
 血
あ
 
・
」
 

 
 

 
 

の
の
 
コ
宙
 
二
ロ
二
ロ
 
0
 卸
 

が
目
 
（
の
 
ヨ
ひ
 昌
ド
円
が
 

ヰ
 u
 
 
甘
リ
 
ヴ
 ～
（
 

E
u
 

午
 」
 

 
 

）
の
 

N
.
 
 

参
照
 

 
 

、
そ
の
生
涯
及
び
思
想
」
 
ワ
 ㌍
参
照
。
 

七
 

 
 

 
 

「
助
力
の
恩
寵
」
が
 

必
要
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
そ
こ
に
「
恩
寵
」
 

 
 

題
 が
存
・
在
す
る
こ
と
を
 



 
 

 
 

一
七
 

 
 

聖
 ト
マ
ス
に
於
け
る
恩
寵
と
自
由
意
志
に
つ
い
て
 

 
 

 
 

て
 「
ェ
 %
1
 ス
 」
と
な
 

 
 

 
 

と
い
う
よ
り
も
、
寧
ろ
 

（
 
6
 ）
 

 
 

「
信
仰
の
行
為
は
 、
 愛
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
、
形
成
さ
 れ
る
。
 一
 と
の
、
 聖
 ト
マ
 

 
 

「
 愛
 」
が
 、
聖
 ト
マ
ス
の
神
学
の
中
心
問
題
で
あ
る
と
 い
う
こ
と
は
、
ト
マ
ス
 

 
 

 
 

て
い
る
と
云
え
な
い
こ
 

 
 

 
 

の
 遊
離
は
、
歴
史
が
実
 

 
 

れ
た
人
間
は
、
「
 
愛
 」
の
主
体
と
、
可
能
性
に
於
て
 、
 

調
 」
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

の
 恩
寵
」
が
必
要
で
あ
る
。
即
ち
、
依
然
と
し
て
、
 

 
 

も
 、
 又
 生
じ
た
後
に
も
、
恩
寵
と
自
由
意
志
と
の
 

さ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
が
、
 

恩
寵
と
自
由
意
志
と
の
「
 協
 

「
協
調
」
が
必
要
で
あ
る
こ
 

（
 
5
 ）
 

 
 

 
 

」
乃
至
「
常
住
の
恩
寵
」
 

 
 

 
 

自
由
意
志
と
「
助
力
の
 

 
 

 
 

マ
ス
の
 一
 
協
調
」
論
に
 

 
 

 
 

の
 
ら
ヲ
ト
 

Ⅰ
 持
が
 
由
 。
が
（
）
Ⅱ
（
Ⅰ
）
 

曲
 
）
（
 

0
 
4
 ）
 

 
 

 
 

身
に
よ
っ
て
「
 よ
ぎ
業
 

 
 

 
 

曲
阜
 
在
 （
 
ぎ
 目
し
 
乱
 ）
 、
即
 

（
叶
う
）
 

 
 

 
 

一
 と
さ
れ
る
こ
と
を
、
 

（
 
2
 ノ
 

 
 

 
 

て
 前
者
の
場
合
に
 於
 



 
 

 
 

し
て
、
救
い
か
ら
「
 愛
 」
 

 
 

 
 

 
 

E
 
l
 
 

拙
著
、
「
 

ア
ソ
 セ
ル
ム
ス
研
究
」
参
照
 

2
 
 の
・
 
ド
オ
 ・
Ⅰ
ー
Ⅱ
 
お
 。
・
の
・
 
レ
い
 
の
，
 

w
.
 

Ⅰ
 

 
 

 
 

て
 起
り
 

5
6
 

 
 

 
 

何
 %
 を
 二
 つ
 

 
 

の
あ
る
こ
と
を
、
示
し
て
い
る
。
 

3
 
%
@
 
づ
す
 ㌧
ー
 ロ
ロ
 
p
 
。
 
、
の
 ・
 ロ
 
M
H
.
 
 

ヂ
 ㏄
 

 
 

 
 

の
 
Ⅰ
 
P
 由
 。
 円
り
 

8
 

 
 

 
 

Ⅱ
 田
 
。
く
の
神
の
圧
 

 
 

 
 

や
の
 
円
卸
 
㌧
の
 
｜
 」
 

4
 
 の
・
 
ロ
オ
 ・
 づ
 １
ロ
 で
 。
 
、
の
 ・
 ド
ぃ
ひ
 

、
 p
.
 

㏄
㏄
 

隼
 ㏄
 

5
 
 什
甲
 

・
 ド
オ
 ・
リ
ー
Ⅰ
 
マ
 。
・
の
・
）
 

0
 ゅ
 ・
 p
.
 轄
 

 
 

 
 

の
ぺ
ト
 

の
 ヨ
 の
㍉
ド
ド
 

0
.
 

日
 
u
 
一
一
一
一
・
 

ト
ゼ
侍
 

（
Ⅰ
目
の
叶
 

珪
ヨ
 0
-
 

の
 
庁
 （
 
ひ
 
@
 
・
 m
 
一
）
・
」
 

6
 
 の
・
ロ
オ
Ⅰ
（
 
拍
 
1
1
.
 

Ⅰ
（
 
p
 
。
・
の
・
 
呉
ヂ
の
 

 
 

Ⅱ
の
が
 
目
 Ⅰ
の
田
の
日
付
 

0
 
ヰ
仁
の
め
Ⅰ
 

つ
卜
 
せ
 け
 
Ⅱ
 め
 9
 曲
阜
Ⅰ
の
（
 

片
 
0
 Ⅰ
 ヨ
の
 ヰ
臣
 

q
.
 

」
 

ア
 
北
森
義
茂
「
マ
ル
テ
ィ
 
ソ
 ・
ル
タ
 一
 」
、
 簗
 三
項
参
照
 

  
八 
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が
 
，
 

 
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

者
は
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
る
 

 
 

 
 

、
目
 

 
 

に
す
べ
ぎ
は
明
確
に
し
た
い
と
思
 う
 の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

用
 

 
 

 
 

せ
る
 

 
 

 
 

二
％
 

 
 

 
 

学
を
 

お
ぎ
た
い
と
思
 う
 。
 

 
 

 
 

Ⅰ
 の
 

一
九
 

宗
教
民
族
学
の
対
象
、
 
百
 的
及
び
方
法
 

精
敏
に
取
扱
わ
れ
 

然
し
 故
 博
士
の
 

更
に
古
く
・
大
正
 

の
間
、
人
類
 諸
科
 

。
そ
こ
で
本
稿
 て
 

的
及
び
方
法
に
 介
 

す
る
の
で
あ
つ
 

こ
と
を
拒
否
す
る
 

ン
円
 ・
 
メ
 ・
 囹
干
 

広
義
に
使
用
し
て
 

が
パ
リ
に
民
族
学
 

 
 

方
法
 

棚
 

瀬
 

一
 
%
 

爾 
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人
類
学
上
の
地
位
の
如
 き
 

 
 

 
 

ら
れ
た
に
す
ぎ
 ぬ
と
ヒ
舌
 

（
 
り
イ
ソ
 

 
 

 
 

は
 民
族
集
団
で
あ
り
、
 

 
 

 
 

見
た
人
種
の
種
類
即
ち
 

 
 

 
 

し
て
民
族
学
と
言
 ≦
。
 

，
 へ
 

 
 

 
 

で
も
あ
る
の
で
、
従
 っ
 

 
 

 
 

宗
教
人
類
学
と
言
っ
て
 

（
 
3
 ノ
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

 
 

人
類
学
を
意
味
し
て
 

（
 
ア
 
Ⅰ
）
 

 
 

 
 

れ
る
学
問
と
な
る
。
 （
 
5
 勿
 
）
 

 
 

 
 

ギ
 ー
を
人
間
の
学
と
し
 

（
 
几
リ
 

）
 

 
 

 
 

ヱ
 ー
ル
デ
に
近
い
も
の
 

 
 

 
 

有
機
的
側
面
を
分
ち
 、
 

 
 

を
 大
別
す
 ，
 
0
 。
 

 
 

 
 

の
 訣
別
が
十
分
に
な
 

 
 

 
 

に
 特
殊
に
用
い
ら
れ
る
 

 
 

 
 

う
 に
宗
教
民
族
学
を
広
 

義
 に
使
用
し
て
題
名
に
用
い
た
の
で
あ
る
。
 

雙
 

 
 



  

 
  

 

一
一
一
 

 
 

宗
教
民
族
学
の
対
象
、
目
的
及
び
方
法
 

在
り
 
H
.
 
丙
 ・
没
日
ぎ
 臣
 。
 レ
 ゴ
目
キ
乙
 

R
m
p
q
 

の
 O
*
 
レ
コ
 
（
 
デ
 （
 
0
 
寸
 ハ
 
%
 
。
 臣
 ，
（
 
0
 
べ
ツ
 
の
も
 寓
 ・
日
の
切
 

い
 
・
 づ
 ・
 
&
w
 
ゆ
 ・
 

㈲
宇
野
口
 空
 、
宗
教
の
史
実
と
理
論
、
昭
 
六
 、
六
六
頁
 

大
セ
 ー
 六
九
頁
 

同
 

 
 

㈲
拙
著
、
文
化
人
類
学
、
昭
二
十
五
、
五
頁
 

 
 

的
の
局
 

毛
 ㏄
 
ぺ
ヰ
 
）
・
 
レ
 
ゆ
め
の
目
の
圭
 

 
 

の
せ
が
 
コ
之
 e
 
隼
の
Ⅱ
）
曲
目
ロ
の
の
 

ゴ
 ・
 
田
コ
 
Ⅰ
～
の
 

@
 
 

い
 
ゆ
め
 

0
.
 

一
宗
教
民
族
学
の
対
象
 

 
 

 
 

今
の
未
開
宗
教
が
そ
 

 
 

 
 

に
よ
っ
て
明
確
に
指
摘
 

（
 
2
 
Ⅰ
）
 

 
 

 
 

意
味
す
る
。
こ
の
両
者
 

 
 

 
 

す
る
立
場
は
あ
り
 得
 

 
 

 
 

文
化
乃
至
先
史
宗
教
を
 

 
 

 
 

存
 未
開
宗
教
に
限
る
の
 

（
Ⅰ
 

9
 
）
 

は
 妥
当
な
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

と
を
 如
 ・
何
に
し
て
区
別
す
る
か
に
つ
い
て
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

然
 民
族
は
文
化
民
族
 

 
 

 
 

堅
豆
 の
 用
語
も
用
い
 

 
 

 
 

 
 

ほ
 ブ
ロ
ス
レ
・
 
い
 （
 
0
 の
も
 

 
 

 
 

よ
う
な
方
法
も
あ
る
 



一
一
一
一
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ぅ
 。
」
は
文
字
の
有
 

 
 

 
 

、
 
「
 せ
 ）
 
0
q
 
 

シ
ュ
ミ
ッ
ト
 

 
 

 
 

蛮
田
づ
由
 ㏄
の
、
半
開
 

 
 

 
 

の
 動
植
物
に
依
存
し
て
 

 
 

 
 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
状
態
 

 
 

 
 

生
活
が
は
じ
め
ら
れ
、
 

 
 

 
 

と
 肉
の
供
給
を
受
け
て
 

 
 

 
 

属
器
 時
代
に
進
ん
で
い
 

 
 

 
 

ゑ
び
 宗
教
を
来
る
べ
き
 

 
 

 
 

合
せ
る
役
割
を
果
 し
た
 

 
 

開
の
段
階
に
あ
る
も
の
が
未
開
民
族
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

（
と
そ
れ
以
前
の
無
 

 
 

 
 

含
ま
し
め
る
の
は
相
対
 

 
 

 
 

は
 高
級
文
化
民
族
と
め
 
方
 

 
 

 
 

あ
り
、
住
居
も
あ
る
 種
 

 
 

 
 

化
 C
 「
 
ガ
三
 
（
 
E
q
 

と
も
 

呼
 

 
 

 
 

る
 程
度
前
進
し
た
民
族
 

㏄
 

 
 



 
 

 
 

り
 、
中
級
文
化
民
族
は
 

 
 

 
 

形
 さ
せ
、
金
属
の
加
工
 

 
 

 
 

加
し
 、
こ
れ
を
定
着
せ
 

 
 

 
 

で
そ
の
ま
ま
伝
承
さ
れ
 

 
 

 
 

り
 、
従
来
の
あ
ら
ゆ
る
 

 
 

 
 

解
消
し
た
段
階
で
あ
る
 

 
 

 
 

れ
ぬ
が
、
こ
れ
を
最
も
 

 
 

 
 

者
 も
こ
の
標
準
を
重
要
 

 
 

 
 

 
 

族
 と
文
化
民
族
と
を
 

 
 

 
 

示
し
 ぅ
 る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

民
族
は
文
化
の
単
純
 

 
 

 
 

援
 ・
目
色
 
ぃ
目
 
0
 圭
綜
 ㌃
 
は
 

 
 

 
 

由
 ・
の
 
で
 の目
角
で
あ
 っ
 

 
 

 
 

る
 よ
 う
 に
、
社
会
も
ま
 

 
 

 
 

意
味
し
、
異
質
は
複
雑
 

 
 

 
 

例
え
ば
ナ
デ
ー
ル
の
 

 
 

 
 

い
て
、
ど
の
標
準
に
よ
 

Ⅰ
一
一
一
一
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更
に
こ
こ
で
合
せ
て
指
摘
し
て
お
く
べ
 

き
 こ
 

も
未
開
民
族
を
対
象
と
す
る
と
の
見
解
に
対
し
 

者
は
既
に
大
部
分
未
開
社
会
の
研
究
に
限
定
す
 

 
 

の
 研
究
に
対
象
領
域
を
限
定
し
て
い
る
、
マ
リ
、
 

 
 

法
 に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
に
し
て
 

 
 

で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
人
類
学
 

（
Ⅱ
）
 

 
 

俗
 社
会
に
と
ど
ま
ら
ず
、
都
市
の
 

 
 

に
も
、
，
 
荷
 未
だ
誰
も
が
未
開
民
族
 

 
 

ン
ら
 ・
 
オ
 ・
 
オ
が
隼
 
臼
田
 
由
 T
 い
 （
 
0
 名
目
、
 

 
 

 
 

的
な
概
念
で
あ
る
と
し
 

 
 

 
 

同
様
に
 ヱ
 ヴ
ァ
ン
ス
・
 

 
 

 
 

用
い
ら
れ
る
時
、
時
間
 

 
 

 
 

は
 不
幸
な
採
用
な
の
だ
 

 
 

 
 

時
 、
人
口
、
地
域
、
 
及
 

 
 

 
 

能
の
特
殊
化
の
小
を
あ
 

 
 

 
 

ば
 十
分
で
あ
ろ
う
と
し
 

 
 

 
 

を
 研
究
す
る
理
由
と
し
 

 
 

 
 

休
符
合
す
る
点
も
あ
る
 

 
 

 
 

る
 。
 

 
 

民
族
を
こ
れ
と
指
示
し
な
い
点
に
特
色
を
特
 
っ
 。
 

 
 

 
 

る
ま
い
。
筆
者
は
こ
 

 
 

ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
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法
を
離
れ
て
は
理
解
し
 

得
な
い
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

ゴ
コ
む
 

）
 
0
 
㎎
 
せ
 
・
 
ト
の
 

の
の
・
Ⅹ
 

、
づ
 

・
 
ひ
 
e
 
田
の
 

㈲
宇
野
口
 

空
 
、
宗
教
民
族
学
、
旧
版
 

四
｜
 

五
頁
 

 
 

け
の
 

曲
 
0
 
コ
 

㈲
宇
野
口
 

空
 
、
宗
教
の
史
実
と
理
論
、
七
二
ー
三
頁
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ま な と 

た ら を 
人 ぬ複 
類 為雑 
単 に な   

は 外在 
も な 会 
は ら に 
や め ぬ 
未 の て 
開 で は 
人 あ め 
に っ 得 
め て る 
み 、 為 

  
し 対 現 
て 象在 
い な 未 
る 未開 
と 開民 
記 社旗 
述 会 は 
す に 急 
る 限湧億 
こ ら に 
と ね 変 
は ば 化 
正 な し 

し ら っ 
く ね っ 
な 理 あ 
い 論 る 
と 的 か 

  
い は 出 

  
な げ 
い 速 
と ゲこ 

言研 
ラ 。 行先 ） し 

ナ て 
デ お 

Ⅰ か 
か れ 
も ば 

 
 

 
 

こ
こ
で
研
究
し
た
こ
 

 
 

 
 

然
し
未
開
社
会
が
研
究
・
 



）
 
母
 二
の
 
ロ
 ・
Ⅹ
Ⅹ
・
）
の
 

肚
へ
 
、
Ⅰ
㏄
の
め
 

 
 

の
せ
・
 
い
 
の
白
の
・
 

づ
 ・
 
の
 

 
 

）
 ，
づ
口
 
・
Ⅰ
 
ヰ
 

㈹
拙
著
、
文
化
人
類
学
、
二
四
 
｜
 二
六
頁
 

 
 

0
 
田
の
 

 
 

 
 

Ⅱ
 
ま
 Ⅱ
 
0
 山
眉
 
降
 i
o
 
コ
 

二
 
宗
教
民
族
学
の
目
的
 

㈱
之
が
 色
 e
 
～
。
 
0
 つ
ま
 ・
 づ
 ・
 
べ
 

㈹
甘
く
り
目
の
 

J
 ㌧
Ⅱ
 
ぢ
の
ゴ
ひ
 

Ⅰ
 
隼
 @
 
0
 

Ⅰ
・
 
缶
ヰ
 Ⅰ
・
 
ト
 
。
 

 
 

 
 

プ
 ・
 づ
 ・
の
・
円
く
リ
コ
の
 

l
 ㌧
 ユ
 （
の
 
/
 ㏄
（
 
曲
 @
0
 
口
 ・
 宙
ヰ
で
 
，
田
田
 

 
 

 
 

的
に
も
、
こ
の
学
問
 

 
 

 
 

も
の
は
理
論
的
に
は
 人
 

 
 

 
 

我
々
の
問
わ
ね
ば
な
ら
 

ぬ
 問
題
は
宗
教
民
族
学
の
目
的
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

別
科
学
な
の
で
あ
ろ
 

5
,
 
か
 。
 

 
 

 
 

言
い
難
い
。
「
宗
教
 

 
 

 
 

究
を
任
務
と
し
、
原
始
 

（
Ⅰ
Ⅰ
）
 

 
 

 
 

明
 的
な
厳
密
な
意
味
の
 

 
 

 
 

事
実
の
意
義
や
起
源
を
 

一
一
Ⅰ
 

、
ノ
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属 族 と お 究 め い 法 数 厳 の い る 

す ￥・ も ら は 得 る 克 則 ま 密 間   又 Ⅴ㌻ 4 して @  、 （ ） 3 明ら 

る が か れ 、 る こ も 科 で な に こ あ 字 い 且 か 

 
 

 
 

主
帥
説
明
で
あ
 

 
 

 
 

の
 学
問
に
同
調
 

 
 

難
い
よ
う
に
見
え
る
。
 

 
 

 
 

表
現
を
説
明
す
 

 
 

宗
教
民
族
学
の
知
識
を
過
大
祖
す
る
こ
と
は
さ
げ
な
 
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
 

 
 

 
 

い
 反
感
が
学
者
 

 
 

 
 

て
 、
一
方
で
は
 

 
 

 
 

つ
て
高
等
な
 宗
 

（
 
ノ
廿
 

）
 

 
 

 
 

・
あ
る
程
度
は
 

学
 で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

史
の
用
語
を
用
 

 
 

 
 

し
て
対
立
せ
し
 

 
 

 
 

こ
ろ
実
際
の
研
 

 
 

 
 

で
あ
る
と
し
て
 

（
く
 
し
り
 

 
 

 
 

確
 で
な
い
が
、
 

 
 

 
 

従
っ
て
宗
教
 員
 

 
 

 
 

っ
 て
 -
 
は
 両
者
に
 

も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
 
6
 ）
 

巴
セ
 

宗
教
民
族
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対
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、
目
的
及
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方
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降
 、
グ
ン
ブ
リ
 

 
 

 
 

は
 一
九
①
 八
、
リ
 

 
 

 
 

が
 一
般
化
し
て
こ
 

 
 

 
 

陸
風
の
民
族
学
 と
 ヂ

で
 

 
 

0
 名
 

殆
ん
 

 
 

 
 

ヱ
ヴ
 ア
ン
ス
ー
プ
リ
テ
 

二
八
 

 
 

 
 

今
で
は
人
類
学
的
研
 

 
 

 
 

、
法
則
科
学
的
な
も
の
 

（
 
7
 ）
 

 
 

 
 

究
を
否
定
し
ょ
う
と
す
 

 
 

 
 

る
の
で
あ
る
か
ら
、
 こ
 

 
 

 
 

考
察
す
る
と
こ
ろ
が
な
 

 
 

（
人
類
学
者
の
間
で
行
わ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

次
の
如
く
に
述
べ
て
 

 
 

 
 

究
 で
あ
る
人
類
学
と
言
 

 
 

 
 

し
て
い
る
。
大
陸
に
お
 

 
 

 
 

る
 時
、
彼
等
は
心
の
申
 

 
 

 
 

が
 社
会
人
類
学
と
呼
ぶ
 

 
 

 
 

し
 、
社
会
学
と
の
関
係
に
 

Ⅰ 7% に 



 
 

 
 

+
 
は
 

 
 

 
 

民
族
学
と
社
会
人
類
 

 
 

 
 

、
物
質
文
化
、
文
化
の
 

 
 

 
 

学
問
で
あ
る
に
対
し
て
、
 

 
 

 
 

利
 に
お
け
る
文
化
の
研
 

究
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
（
 

）
Ⅰ
 

0
 

 
 

 
 

学
 で
あ
る
と
し
た
と
 

 
 

 
 

過
去
に
お
げ
る
彼
等
の
 

 
 

 
 

全
人
類
学
は
、
一
般
に
 

 
 

 
 

度
 間
の
関
係
を
研
究
す
 

 
 

 
 

も
 、
歴
史
的
社
会
に
っ
 

 
 

 
 

取
っ
て
は
、
人
種
 移
 

 
 

 
 

に
 取
っ
て
は
現
在
に
お
 

 
 

  

 
 

は
す
る
が
、
こ
れ
を
著
し
く
過
少
評
価
す
る
。
 日
く
 。
 伝
播
主
義
者
は
進
化
 

 
 

 
 

続
 を
ふ
ん
で
い
な
い
。
 

 
 

 
 

体
は
生
理
学
の
法
則
に
 

 
 

 
 

史
的
研
究
と
自
然
科
学
 

 
 

 
 

は
 混
乱
を
結
果
す
る
の
 

宗
教
民
族
学
の
対
象
、
目
的
及
び
方
法
 

二
九
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三
 O
 

 
 

あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
 

）
立
 

2
 

 
 

 
 

 
 

（
Ⅱ
 

リ
 ）
 

 
 

 
 

テ
ィ
ス
教
授
の
用
語
を
 

（
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

、
マ
リ
ノ
ウ
ス
キ
ー
で
あ
 

 
 

 
 

レ
デ
ィ
ク
 
チ
ブ
 な
学
問
 

 
 

 
 

、
歴
史
と
か
歴
史
的
と
 

 
 

 
 

関
心
を
払
わ
ぬ
と
難
じ
 

 
 

 
 

 
 

ネ
 
フ
ァ
ー
ロ
・
 
ハ
り
 

Ⅰ
由
の
す
 

｜
 

 
 

 
 

文
化
史
学
的
研
究
は
 
、
 

 
 

 
 

解
す
る
と
す
れ
ば
、
 
こ
 

 
 

よ
へ
 

レ
 
ム
 @
 
Ⅰ
 。
 

（
 
W
 ）
 

 
 

 
 

の
 傾
向
は
 ヱ
ヴ
 ア
ン
 

（
㎎
）
 

 
 

又
 ア
メ
リ
カ
の
人
類
学
者
は
殊
に
尖
端
的
な
英
国
的
、
 

就
中
オ
ク
ス
フ
ォ
 
一
ド
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

化
の
両
者
を
中
心
を
す
 

 
 

 
 

民
族
学
を
整
理
せ
ん
と
 

 
 

へ
ぎ
 
も
の
が
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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し
て
 異
る
 把
握
を
要
求
す
る
 

 
 

ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
残
さ
れ
 

 
 

高
級
文
化
に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
 

 
 

ど
も
史
学
が
文
献
に
 ょ
 っ
た
の
は
 

 
 

れ
は
文
字
以
前
に
も
及
ぶ
の
で
あ
 

 
 

り
 、
宗
教
民
族
学
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

化
の
研
究
と
し
て
は
、
資
料
の
性
 

 
 

文
献
史
の
欠
を
補
わ
ん
と
す
る
の
 

 
 

文
化
の
残
存
と
見
て
こ
れ
を
資
料
 

 
 

有
無
を
以
て
せ
ら
る
べ
 き
 も
の
な
 

 
 

特
定
の
時
間
と
空
間
（
勿
論
 

 
 

さ
れ
た
一
回
 起
 的
な
も
の
で
あ
っ
 

 
 

れ
を
資
料
 学
 と
す
る
学
者
も
あ
 

 
 

崩
 し
 ぅ
 る
け
れ
ど
も
、
歴
史
科
学
 

 
 

る
の
で
あ
り
、
独
自
の
方
法
に
よ
 

る
 。
そ
れ
は
ま
さ
に
宗
教
史
の
一
翼
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

る
 学
者
は
一
二
に
止
ま
ら
ぬ
。
 

 
 

で
、
主
力
を
そ
そ
ぐ
点
は
後
代
の
 

宗
教
民
族
学
の
対
象
、
目
的
及
び
方
法
 

ソ
 ー
 セ
イ
 の
 ピ
 よ
下
紐
仁
お
申
せ
の
は
宗
教
史
 

文
明
宗
教
で
あ
る
と
す
る
の
や
、
 ム
一
ア
の
 ・
 

一
一
一
一
 

  
に
 相
違
な
い
。
 

た
 文
献
記
録
に
 塞
 い
て
歴
史
建
設
を
行
わ
ん
と
 

見
ら
れ
る
か
ら
、
文
献
を
基
礎
と
す
る
歴
史
は
 

こ
れ
を
研
究
の
手
段
と
し
、
方
法
と
し
た
の
 

る
 。
こ
の
場
面
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
 歩
 く
 

勿
論
こ
の
場
面
に
は
先
史
考
古
学
も
重
要
な
役
 

貧
土
便
益
が
歩
い
た
め
に
現
存
未
開
民
族
を
取
 

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
学
問
の
対
象
は
未
開
民
族
 

と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
目
的
に
よ
る
 

の
で
あ
る
。
 

時
間
に
つ
い
て
は
民
族
学
に
お
い
て
は
特
殊
の
 

て
も
材
料
と
し
て
極
め
て
重
要
で
も
あ
る
。
 

る
 。
民
族
誌
は
勿
論
資
料
と
見
て
よ
い
し
、
 宗
 

と
し
て
の
宗
教
民
族
学
そ
れ
自
体
は
も
は
や
 単
 

っ
て
独
自
の
目
的
を
追
及
し
て
い
る
の
で
あ
 175 



一
一
一
一
一
 

7
6
 

 
 

 
 

 
 

は
異
 る
も
の
が
要
求
 せ
 

 
 

 
 

と
し
て
は
取
扱
い
得
な
 

 
 

 
 

、
原
始
宗
教
の
み
は
 

 
 

 
 

取
扱
い
に
比
す
れ
ば
 除
 

 
 

 
 

ら
 ば
そ
れ
は
広
義
の
宗
 

 
 

 
 

ぎ
る
と
し
て
こ
れ
を
 不
 

 
 

 
 

設
の
目
的
と
方
法
を
以
 

 
 

 
 

観
念
と
儀
礼
の
強
大
な
 

 
 

に
 マ
イ
ナ
ス
と
な
る
こ
と
を
も
慮
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

必
要
と
す
る
の
で
あ
 

 
 

 
 

未
開
社
会
に
限
る
必
要
 

 
 

 
 

限
界
を
実
践
上
は
 づ
し
 

 
 

 
 

れ
て
は
な
ら
な
い
。
 従
 

 
 

は
 未
分
化
と
分
化
の
標
準
に
 ょ
 る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

る
が
、
然
し
彼
等
に
 

 
 

 
 

ヰ
は
 

 
 

 
 

さ
に
一
種
の
宗
教
学
 

で
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 



佳
 
①
宇
野
、
宗
教
の
史
実
と
理
論
、
六
 
セ
頁
 

㈲
 
同
 

 
 

モ
 三
頁
等
 

 
 

1
 ㏄
の
・
 
ト
 
の
の
 
｜
ノ
 Ⅰ
 め
 

四
九
１
玉
 0
 頁
 

㈲
宇
野
、
宗
教
民
族
学
、
 

 
 

七
頁
 

㈲
 
同
 

 
 

 
 

第
二
章
二
 

 
 

 
 

の
 円
い
 

0
 コ
田
 0
 
0
 
侍
オ
の
 

Ⅱ
 

し
抜
執
 
宮
田
 幼
 、
）
の
 
ト
プ
 民
族
学
研
究
一
四
 
ノ
一
 参
照
 

 
 

づ
 ・
㏄
 

㈲
 
目
ぃ
 0
 づ
 ・
 Q
 ア
づ
 ・
 
ひ
 

 
 

の
ロ
ら
 

c
e
 
 

い
 の
 0
0
.
 
 

ト
ゆ
 
印
の
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つ
つ
，
ト
 

切
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㈹
 
目
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の
 

l
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岸
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の
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色
 
@
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w
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づ
ロ
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下
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コ
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い
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 コ
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目
の
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ワ
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%
 
ミ
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 0
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"
0
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N
O
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岸
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ざ
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隼
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m
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肚
 
0
,
 

卜
の
 

 
 

巨
 ・
 下
 ・
 H
 
目
 ・
 H
 繍
ト
 

 
 

づ
ロ
 
・
の
の
 

l
 ）
 
0
 の
 

 
 

甲
づ
 ・
 ハ
旨
 00
8
@
 甲
 
%
 分
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Ⅱ
 
0
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わ
の
毘
の
ざ
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の
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ゲ
ワ
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教
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及
ぴ
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法
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三
四
 

三
 
宗
教
民
族
学
の
古
法
の
若
干
 

 
 

 
 

対
象
規
定
を
異
に
す
 

 
 

 
 

れ
る
。
 大
 ぎ
く
配
列
 す
 

 
 

 
 

日
 の
 由
ゴ
 
0
 宰
を
取
る
に
 対
 

 
 

 
 

諸
科
学
に
お
い
て
古
く
 

 
 

 
 

学
的
目
的
の
為
に
は
 外
 

 
 

 
 

的
と
す
る
民
族
学
者
は
 

 
 

 
 

 
 

 
 

主
義
者
等
は
社
会
制
度
 

フ
 ー
ブ
ラ
ウ
ン
と
マ
リ
 

 
 

 
 

為
に
、
件
件
法
は
彼
等
 

 
 

 
 

そ
の
目
的
を
達
成
し
ょ
 

A
f
,
 

と
し
て
い
る
の
て
あ
る
。
 

 
 

 
 

い
た
も
の
で
あ
り
、
 

 
 

 
 

抹
 し
て
い
た
。
然
し
こ
 

 
 

 
 

1
 の
一
九
一
四
か
ら
 四
 

 
 

 
 

色
の
 
Ⅱ
の
、
「
西
太
平
洋
の
 

 
 

 
 

受
容
 し
 、
社
会
的
事
実
 

 
 

 
 

し
 、
後
者
が
学
問
体
系
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け
る
諸
文
化
項
目
の
内
的
構
造
に
つ
い
て
 

進
化
主
義
者
は
文
化
の
可
分
性
を
広
範
 

切
断
す
る
の
は
勿
論
、
一
文
化
項
目
中
の
 

似
 現
象
を
一
括
し
て
、
こ
れ
を
西
洋
人
の
 

た
 。
こ
れ
に
対
し
て
文
化
圏
 
説
は
 真
向
か
 

な
 世
界
文
化
史
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
 

広
汎
に
認
め
る
立
場
と
の
対
立
が
あ
る
。
 

れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
文
化
圏
 
と
 言
 う
 

宗
教
民
族
学
の
対
象
、
 

且
 的
及
び
 

-
 
で
あ
る
。
 

歯
に
 是
認
し
、
一
文
化
体
系
乃
至
文
化
統
合
中
に
お
 

諸
文
化
要
素
を
す
ら
切
断
し
て
、
こ
れ
を
思
 
う
 が
ま
 

眼
か
ら
見
て
価
値
の
高
低
に
排
列
し
、
こ
れ
に
よ
 
つ
 

ら
 反
対
し
、
特
に
時
間
の
先
後
の
決
定
に
は
客
観
的
 

吾
一
口
 

ぅ
 ま
で
も
な
く
更
に
両
者
の
奥
に
は
文
化
の
独
立
 

け
れ
ど
も
一
文
化
 
田
 乃
至
一
文
化
領
域
に
ふ
く
ま
れ
 

の
は
、
 質
 規
準
に
よ
っ
て
伝
播
関
係
が
認
め
ら
れ
た
 

方
法
 

げ
る
」
 つ
 

ま
駆
使
し
 

て
時
間
の
 

方
法
を
挟
 

発
明
を
広
 

る
諸
文
化
 

文
化
項
目
 の

 文
化
項
目
を
 

た
。
 

n
n
2
.
 

。
 
ち
 比
較
 

先
後
を
も
決
定
 

用
し
て
、
こ
れ
 

汎
に
認
め
る
五
 

項
目
間
の
関
係
 

が
、
 重
 規
準
に
 

三
五
 

よ は 場に し 法 文 

つ如 て伺、 とよたに つのよ 化 母 

増 知 に伝てで 見 播壮 あ っ胎 て か 
せ ら を 太 っ 頽 ら 

Ⅰ 79 

進
化
主
義
的
民
族
学
の
方
法
に
つ
い
て
は
暫
く
お
 き
、
 歴
史
建
設
を
強
力
に
推
進
し
た
油
塊
 の
 

（
 
5
 レ
 

 
 

た
こ
と
が
あ
る
か
ら
今
は
繰
返
さ
な
い
。
 

（
Ⅰ
Ⅰ
）
 

 
 

る
 点
に
相
異
が
認
め
ら
れ
る
が
、
共
に
内
 

 
 

）
。
就
中
マ
リ
ノ
ウ
ス
キ
一
の
ト
ロ
ブ
リ
 

（
 
2
 

 
 

と
 せ
ら
れ
、
マ
リ
ノ
ウ
ス
キ
ー
自
身
も
」
 

 
 

内
探
 的
 研
究
は
社
会
人
類
学
者
の
訓
練
 
と
 

 
 

く
 要
求
せ
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

科
学
と
し
て
の
社
会
人
類
学
の
夫
々
の
 

 
 

う
 に
一
応
は
配
列
せ
ら
れ
る
し
、
そ
の
 

 
 

考
へ
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
だ
 

方
法
に
つ
い
て
解
説
す
る
意
図
も
持
た
 

上
に
夫
々
の
方
法
論
が
洗
練
せ
ら
れ
る
 

け
記
し
 度
 い
と
思
 う
 。
 

文
化
圏
 説
は
 つ
い
て
ま
 づ
 考
え
た
い
，
 

仝
問
題
に
し
 度
 い
点
は
一
文
化
圏
に
お
 

神
法
 に
よ
 る
研
究
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
 

ア
ン
ド
調
査
は
 、
 後
に
幾
 撞
 か
の
方
大
 

九
二
四
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
お
い
て
講
義
 

し
て
必
須
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
 



一
一
一
Ⅰ
 

、
ノ
 

 
 

 
 

過
ぎ
な
い
の
だ
と
思
わ
 

 
 

 
 

化
主
義
者
の
如
く
 、
一
 

 
 

 
 

認
め
て
い
る
の
 み
 で
あ
 

 
 

 
 

ろ
 、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
し
 

 
 

 
 

の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
 

（
 
6
 レ
 

る
 。
 

 
 

 
 

は
 形
式
的
と
な
り
、
 

 
 

 
 

場
合
に
も
文
化
の
機
能
 

 
 

 
 

て
一
文
化
圏
に
入
れ
る
 

 
 

の
 実
態
を
理
解
し
得
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
 

 
 

 
 

で
き
な
い
。
我
々
は
 

 
 

 
 

ね
た
チ
ャ
プ
 
ル
 Ⅱ
・
 
ロ
 ・
 

 
 

 
 

の
必
要
が
あ
る
。
（
 

7
 ）
 

 
 

 
 

キ
ー
は
 
一
 
西
太
平
洋
 

 
 

 
 

「
珊
瑚
島
の
農
園
と
 

（
 
8
 ）
 

 
 

 
 

チ
ャ
ー
 ド
 は
「
 ァ
ザ
ン
 

 
 

 
 

亘
る
 現
地
調
査
に
基
 い
 

 
 

 
 

し
め
る
方
法
に
 よ
 る
 詫
 

Ⅰ㏄ 



 
 

 
 

理
ゃ
 哲
学
や
社
会
制
度
 

 
 

 
 

ラ
一
 ヂ
ャ
ー
 ザ
ヤ
ジ
ラ
 

 
 

エ
ヴ
ァ
 ス
目
 ・
 
之
 ・
の
 

q
p
 

口
才
器
の
一
雨
印
度
の
ク
ー
ル
 グ
 族
に
お
け
る
宗
教
と
 

 
 

 
 

以
て
任
ず
る
一
宗
教
的
 

 
 

 
 

ン
、
フ
 オ
ー
テ
ィ
ス
 、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

宗
教
を
取
扱
っ
た
一
典
 

も
の
で
あ
る
か
は
両
者
 

 
 

 
 

い
 
臣
の
の
「
 北
 ボ
ル
 不
 

（
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

研
究
で
あ
る
。
機
能
と
 

 
 

 
 

明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
 

 
 

 
 

教
が
 一
般
文
化
や
社
会
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
方
法
論
に
つ
い
て
 老
 

理
論
の
発
達
と
共
に
 宗
 

察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

。
な
ぜ
な
ら
ば
歴
史
科
 

 
 

 
 

リ
 ブ
 ー
ブ
ラ
ウ
ン
は
 法
 

 
 

 
 

，
ハ
 
0
 社
会
生
活
現
象
、
 

三
七
 

宗
教
民
族
学
の
対
象
、
目
的
及
び
方
法
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三
八
 

 
 

 
 

 
 

 
 

属
せ
し
め
ん
と
試
み
 

 
 

 
 

し
か
な
い
。
検
討
す
。
 
へ
 

 
 

 
 

然
 科
学
の
方
法
に
よ
 %
 
る
 

 
 

 
 

よ
っ
て
考
え
ら
れ
る
 社
 

（
Ⅱ
）
 

 
 

解
 で
あ
る
。
 

 
 

 
 

ふ
れ
 ず
と
も
、
 荷
多
 

 
 

 
 

が
こ
れ
で
あ
る
と
思
わ
 

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
触
れ
得
な
い
。
 

 
 

 
 

に
よ
っ
て
到
達
さ
れ
 

 
 

 
 

明
ら
か
に
し
た
し
、
 又
 

 
 

 
 

事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
 

 
 

5
 が
 、
 
然
し
個
別
か
ら
出
発
し
て
全
体
に
及
ぶ
科
学
的
 方
法
と
し
て
見
れ
ば
、
・
 

各
 

 
 

 
 

は
 社
会
学
者
と
異
 り
、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ノ
 ウ
ス
キ
ー
の
ト
ロ
ブ
 

 
 

 
 

ザ
 ン
デ
 族
と
 ト
ロ
プ
リ
 

（
㎎
）
 

 
 

 
 

な
ら
ぬ
比
較
で
あ
る
。
 

182 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

が
 文
化
研
究
に
お
い
て
 

 
 

 
 

%
 態
的
 類
似
に
従
っ
て
 

 
 

 
 

配
列
し
て
進
化
図
式
を
 

 
 

 
 

。
コ
ム
 
ム
 の
・
 
ト
 ・
の
 
0
 日
ヨ
の
 

 
 

 
 

消
し
た
。
民
族
学
特
に
 

 
 

 
 

調
査
は
比
較
に
基
礎
を
 

 
 

 
 

る
 ，
 
0
 
2
 
。
 ）
 

 
 

 
 

マ
リ
ノ
ウ
ス
キ
ー
 

 
 

 
 

し
て
語
る
こ
と
が
で
 き
 

 
 

 
 

傾
 同
を
誤
解
し
た
も
の
 

 
 

 
 

代
行
せ
し
め
得
る
に
 至
 

 
 

 
 

を
 用
 い
 得
る
可
能
性
も
 

 
 

 
 

的
 似
而
非
生
理
学
は
 、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

単
に
形
態
の
比
較
に
 

 
 

 
 

な
 比
較
で
な
く
、
実
質
 

 
 

 
 

学
者
と
し
て
は
フ
ァ
ー
 

三
九
 

宗
教
民
族
学
の
対
象
、
目
的
及
び
方
法
 

正 ㏄ 



 
 

 
 

の
 必
要
上
要
求
し
た
 

 
 

 
 

し
て
語
り
得
る
も
の
と
 

口
 O
 

 
 

 
 

数
の
学
者
を
挙
げ
る
 

（
 
羽
 ）
 

と
が
で
き
る
と
思
 う
 。
 

 
 

 
 

天
文
学
、
地
質
学
等
 

 
 

 
 

な
る
ま
い
。
近
頃
 コ
 

 
 

 
 

だ
 十
分
に
世
人
の
検
 

 
 

 
 

あ
る
が
、
抑
々
実
験
 

 
 

 
 

ぅ
が
 、
こ
の
実
験
の
 

 
 

 
 

実
 と
し
て
存
在
す
る
 

 
 

 
 

ば
 、
人
工
に
代
 ぅ
る
 

 
 

 
 

文
化
の
科
学
者
の
為
 

 
 

 
 

 
 

 
 

要
 で
あ
る
こ
と
は
 ヒ
 
二
白
 

 
 

代
用
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ぎ
 度
い
 。
 

 
 

 
 

出
さ
れ
た
一
般
的
な
 

 
 

 
 

密
 に
行
 う
 こ
と
に
よ
 

て
 法
則
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 

つ も @ ほ ほ 撞木 と 討 口 実 こ ス 
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四
一
 

1
8
5
 

宗
教
民
族
学
の
対
象
、
目
的
及
び
方
法
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珪弗 
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u
m
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0
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o
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の
 ジ
レ
ト
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甘
 （
の
・
 

ヴ
片
ド
コ
 

目
の
の
ま
せ
 

こ
 ）
の
の
 

か
 1
 の
 り
 

 
 

目
ヰ
 
す
 Ⅱ
 
0
 づ
巾
 
）
 
0
 ㏄
 せ
，
ド
 
の
の
 

0
.
 
 

つ
つ
 
・
 
ト
肚
 
㎏
 ド
 

 
 

 
 

 
 

 
 

り
ふ
 荊
得
 な
か
つ
 

 
 

 
 

民
族
学
は
民
族
学
の
 一
 

 
 

 
 

起
さ
れ
た
問
題
の
検
討
 

 
 

と
に
触
れ
得
た
に
す
ぎ
な
い
。
 

 
 

 
 

め
ら
る
べ
 き
 だ
と
 言
 

 
 

 
 

組
織
及
び
法
則
の
為
の
 

 
 

 
 

ら
ぬ
と
思
 う
 。
 



し い 遍 あ あ 士 類 お   

こ 点 要 る る 成 す か 先   
れ が 当     ほ ろ ね ず 

こ が 

    
いる題のをしくての 。 戒が 規 抱か 僧 、 根 
放学制 範 ぎ し 伽改祇 
律 の で に 、 比 の め と 
の 意 あ 無 そ 正 宗 て な 
集 義 る 余 れ に 教 断 る 

女 ま 。 件 を な 的 る も 

が で 人 の 実 ら 性 ま の 
普 も は 尊 践 ぅ 格 で は 
逓 送 や 信 す と が も   
妥 遠 や な ろ 思 、 見 な 成 
当 な と 抱 こ ふ 失 い 員 
性 も も い と 人 な こ の 
を の す て に は は と 自 
持 と る ゐ 真 、 れ で 発 
つ し と た 理 そ 易 あ 郎 
で て 律 こ が れ い る な 
ゐ 否 の と 存 を か が 精   

三 苦 去 に 戒 こ の あ の で 
か ら 規 律 と 上 る 運 あ 
は 5 代そ な で 。 営 る 

別 と 生 の 認、 僧 律 は こ 

途 す 活 も め 伽 の と と 

に る に の て に 所 か を 

  

べ か な 普 で で 五 に て 

 
 
 
 ノ

 

彰
 

李
 

 
 

 
 

 
 

で
あ
る
か
、
そ
し
て
 

 
 

 
 

問
題
を
考
へ
て
み
た
 

僧
伽
 に
 お 

け
る
制
裁
の
問
題
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四
四
 

ぎ
で
あ
り
、
少
く
と
も
原
始
仏
教
時
代
の
比
丘
 達
が
、
 

 
 

と
は
否
定
で
き
な
い
。
 

 
 

 
 

塞
 い
て
め
た
の
で
あ
 

 
 

 
 

ら
 「
 四
 不
壊
 浄
 」
の
 田
 
一
万
 

 
 

 
 

て
ゐ
る
と
し
て
も
、
 そ
 

 
 

 
 

の
 自
発
的
な
修
行
応
に
 

 
 

 
 

即
ち
比
丘
は
僧
伽
内
の
 

 
 

 
 

こ
の
こ
と
が
律
の
波
 羅
 

 
 

第
一
条
 婬
学
処
に
、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
 「
捨
戒
」
と
訳
す
 

を
 示
さ
ず
し
て
、
 

 
 

実
 に
し
て
、
共
に
住
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
 

 
 

 
 

が
 波
羅
夷
罪
の
罰
で
あ
 

 
 

 
 

巴
せ
笘
み
 

Ⅰ
が
 
コ
盤
由
ガ
 

が
田
 
せ
笛
 
」
 

 
 

 
 

波
羅
夷
で
は
な
い
わ
ば
 

 
 

 
 

去
る
こ
と
で
あ
り
、
 比
 

丘
 た
る
こ
と
を
罷
め
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
 

八
 
-
-
 

）
 

 
 

 
 

。
法
を
拾
っ
。
比
丘
 僧
 

 
 

 
 

居
家
法
を
受
く
。
 我
れ
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れ
 非
沙
門
非
釈
子
と
作
 

 
 

 
 

。
こ
の
 
女
 よ
り
明
ら
か
 

 
 

 
 

我
れ
 
仏
を
拾
 
っ
 
」
と
 
公
 

 
 

 
 

塞
 と
な
る
」
と
 

云
ふ
天
 

（
四
）
 

 
 

 
 

自
棄
 
で
成
 
体
を
失
ふ
か
 

 
 

 
 

と
は
、
根
本
有
部
 

律
に
 

 
 

 
 

思
ひ
、
一
哉
 

れ
 仏
を
捨
 

 
 

 
 

は
 至
ら
な
い
状
態
を
云
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
こ
れ
で
見
る
 

 
 

 
 

ゑ
 で
あ
る
。
何
人
の
許
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

れ
る
僧
伽
に
は
、
 

比
 

 
 

 
 

裁
 」
に
関
係
す
る
僧
伽
 

侶
仰
 
に
お
け
る
制
裁
の
問
題
 

四
五
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四
 ょ
ハ
 

 
 

 
 

さ
れ
る
僧
伽
が
現
前
借
 

ま
、
見
 Ⅰ
 

 
 

 
 

し
て
お
 き
 、
そ
の
中
に
 

 
 

 
 

な
い
が
、
最
下
限
は
四
 

 
 

 
 

規
則
を
適
用
し
て
事
を
 

行
っ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

 
 

口
僧
 
）
し
も
に
レ
上
ネ
Ⅰ
 

、
そ
 

 
 

 
 

掲
膣
一
 F
p
 

日
日
の
と
 

呼
 

 
 

 
 

も
こ
れ
を
守
ら
ね
ば
な
 

 
 

 
 

れ
を
決
定
す
れ
ば
、
 僧
 

 
 

 
 

か
か
る
方
法
で
僧
伽
の
 

 
 

 
 

に
 次
い
で
重
い
刑
罰
で
 

あ
る
。
こ
れ
よ
り
重
い
罪
は
な
い
。
 

 
 

 
 

決
定
す
る
 掲
磨
 で
あ
 

 
 

 
 

、
そ
の
時
自
動
的
に
比
 

 
 

 
 

僧
伽
は
関
係
し
な
い
か
 

 
 

 
 

は
 罪
を
認
め
て
も
 俄
悔
 

 
 

 
 

何
 は
な
い
者
を
摘
発
し
 

 
 

 
 

る
瓶
層
 で
あ
る
。
こ
れ
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あ
る
。
そ
の
条
文
に
よ
る
と
、
 

何
れ
の
比
丘
 と
唯
 ど
も
、
次
の
如
 

者
に
障
 擬
 と
な
ら
ず
。
斯
く
の
如
 

次
の
如
く
忠
吉
さ
る
べ
し
。
「
 長
 

な
り
。
実
に
世
尊
に
よ
り
て
は
、
 

と
説
 ぎ
た
 ま
 へ
り
。
そ
れ
に
耽
る
 

信
仰
に
お
け
る
制
裁
の
間
 
橿
 

ぎ
 説
を
作
 す
 比
丘
は
 、
 

く
我
 れ
は
世
尊
所
説
の
 

老
 よ
 、
こ
の
如
く
説
く
 

そ
の
如
く
説
か
れ
ず
。
 

者
に
 払
 わ
ず
 障
擬
 と
な
 即

ち
「
世
尊
に
よ
り
て
 障
 通
 

法
を
了
解
す
」
と
、
か
く
 説
 

勿
れ
、
世
尊
を
誇
 排
 す
る
 勿
 

友
ょ
 、
無
数
の
方
法
に
 よ
 り
 

る
な
り
」
と
。
こ
の
如
く
 諸
 法

 な
り
と
説
か
れ
た
る
法
も
、
こ
れ
を
 行
 ふ
 

く
な
ら
ば
こ
の
比
丘
は
、
諸
比
丘
に
よ
り
て
 

ね
 、
世
尊
を
誹
 諾
 す
る
は
宜
し
か
ら
ざ
れ
ば
 

、
世
尊
は
障
適
法
 は
障
 擬
き
な
す
も
の
な
り
 

比
丘
に
よ
り
て
忠
告
さ
れ
つ
つ
も
、
彼
の
比
 

9
1
 

Ⅰ
 

口
七
 

 
 

 
 

し
そ
の
 比
 

 
 

 
 

伏
す
る
の
 

 
 

 
 

執
行
す
る
 

 
 

 
 

比
丘
が
 、
 

 
 

 
 

制
 力
の
 発
 

 
 

 
 

に
 課
し
て
 

 
 

 
 

放
 こ
れ
は
 

 
 

 
 

を
 中
心
と
 

の
 意
味
を
考
へ
て
み
た
い
。
 

 
 

 
 

で
 禁
止
 

 
 

 
 

の
 三
種
が
 

（
七
）
 

 
 

 
 

「
悪
見
 違
 諫 あ さ し 前 、 現 そ 謁 で 丘 
学 る れ て 三 弦 と の 磨 ・あ の 
処 。 て 、 者 制 は 折 て る 行 
」 律 ， ゐ 制 と カ 言伏 あ 。 為 
て ・ - る 裁 異 に ひ に る 以 が   



四
八
 

9
2
 

 
 

 
 

へ
し
 。
若
し
三
度
 

 
 

れ
ば
 波
逸
提
 な
り
。
 

 
 

 
 

遺
法
と
は
修
行
の
妨
げ
 

 
 

 
 

い
と
す
る
説
の
外
に
 
、
 

 
 

 
 

を
法
 と
説
 き
 、
 非
律
と
 

 
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

正
 に
よ
り
て
」
 諫
吉
 

 
 

 
 

し
た
比
丘
 達
 が
そ
の
 比
 

 
 

 
 

の
 ，
席
上
で
 

諫
吉
 な
が
せ
 

 
 

 
 

磨
が
用
み
ら
れ
る
。
 
即
 

 
 

 
 

を
 捨
て
し
む
る
為
に
 
諫
 

 
 

 
 

と
し
て
上
記
の
条
文
 

 
 

 
 

の
 意
見
を
邪
説
な
り
と
 

 
 

 
 

が
 審
議
す
る
に
は
 セ
種
 

 
 

 
 

種
 で
あ
っ
て
、
こ
の
時
 

 
 

 
 

れ
ば
、
僧
伽
は
上
記
の
 

 
 

 
 

由
羅
 
罪
で
済
む
が
、
三
課
 

 
 

 
 

説
か
れ
て
る
る
の
み
で
 



 
 

 
 

て
波
逸
提
が
 成
立
す
る
 

 
 

 
 

が
 見
ら
れ
る
。
 波
羅
提
 

 
 

 
 

一
 
・
諸
比
丘
」
と
な
っ
て
 

 
 

 
 

時
期
に
は
、
ま
だ
僧
伽
 

 
 

 
 

か
し
こ
の
点
に
関
し
て
 

は
 今
は
詳
説
を
避
け
た
 い
 。
 

 
 

 
 

僧
伽
の
三
課
に
も
 屈
 

 
 

 
 

か
か
る
場
合
に
仏
陀
な
 

 
 

 
 

説
を
 、
そ
の
ま
ま
僧
伽
 

 
 

 
 

わ
 げ
で
あ
る
。
 そ
お
 が
 

 
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

婬
 徹
法
 は
障
 遺
法
で
 

 
 

 
 

ら
そ
の
因
縁
 趙
 と
し
 

 
 

 
 

仏
陀
に
呵
責
さ
れ
て
も
 

僧
 伽
に
お
け
る
制
裁
の
問
題
 

口
元
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に
 諸
比
丘
の
蟄
 ロ
と
、
 

 
 

 
 

る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
 

 
 

 
 

ず
 始
め
に
そ
の
比
丘
の
 

 
 

 
 

時
に
僧
伽
で
三
課
せ
よ
 



五
 O
 

 
 

 
 

阿
梨
托
 経
に
も
、
大
体
 

 
 

 
 

を
 捨
て
な
か
つ
た
と
 云
 

 
 

 
 

い
 。
後
世
次
第
に
仏
陀
 

 
 

 
 

て
も
、
仏
陀
の
在
世
に
 

 
 

 
 

」
と
も
起
り
得
た
と
思
は
 

 
 

 
 

 
 

し
 仏
陀
の
 -
 
在
世
に
か
か
 

 
 

 
 

悪
見
遠
謀
 学
処
一
は
、
 

 
 

 
 

を
 母
胎
と
し
て
成
 ヱ
し
 

て
 き
 た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
の
て
あ
る
。
 

一
 

 
 

 
 

 
 

諫
学
処
 」
で
あ
る
。
 

こ
れ
は
、
 

 
 

 
 

に
 忠
告
せ
し
め
た
 

 
 

 
 

語
る
勿
れ
。
 苦
 れ
 

 
 

 
 

比
丘
は
比
丘
 達
に
 

 
 

 
 

に
こ
そ
な
 せ
 。
 尊
 

 
 

 
 

の
 ・
如
く
に
し
て
 世
 

 
 

 
 

丘
は
 諸
比
丘
に
 ょ
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者
 よ
り
も
そ
の
罪
を
重
し
と
し
た
の
で
あ
ら
う
。
 

 
 

 
 

釈
か
ら
 

 
 

 
 

す
る
作
法
 

 
 

減
悔
 す
れ
ば
、
そ
こ
で
直
ち
に
 撰
 悔
は
受
理
さ
れ
、
 ，
 
」
れ
に
 ょ
っ
 

 
 

 
 

る
の
で
は
 

 
 

 
 

に
 発
露
 せ
 

 
 

 
 

摩
那
睡
を
 

 
 

 
 

期
間
比
丘
 

 
 

 
 

、
そ
の
 為
 

五
一
 

倍
仰
 に
お
け
る
制
裁
の
問
題
 

理
解
す
る
 

で
あ
る
。
 
放
 

て
罪
は
浄
め
 

な
く
、
更
に
 

ず
、
 
若
 千
日
 

な
す
の
で
あ
 

と
し
て
の
種
 

に
目
下
 別
住
 

 
 

 
  

 

 
 

こ
の
比
丘
は
諸
比
丘
に
よ
り
 

 
 

れ
ば
善
し
 、
 若
し
捨
て
ざ
れ
ば
 

 
 

も
内
容
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
条
文
 

 
 

を
 禁
じ
た
規
則
で
あ
る
。
「
説
戒
に
 

 
 

な
る
べ
 き
 も
の
で
あ
る
。
「
諸
比
丘
 

 
 

ず
 諸
比
丘
に
 よ
 る
 諫
昔
 が
な
さ
れ
、
 

 
 

る
 。
そ
し
て
 -
 
こ
れ
で
も
捨
て
な
い
 場
 

 
 

の
は
僧
残
罪
で
あ
り
、
罪
に
相
違
が
 

 
 

は
 、
僧
伽
と
し
て
は
絶
対
に
排
除
し
 、

そ
れ
を
捨
て
し
め
る
為
に
三
度
ま
で
 
諫
告
 

僧
伽
 婆
戸
沙
 な
り
。
 

は
 、
他
人
の
諫
 昔
 を
麦
げ
な
い
こ
と
、
即
ち
 

含
ま
れ
る
 学
処
 」
と
は
、
半
月
半
月
の
布
薩
 

に
よ
り
て
。
 
一
 と
は
、
前
述
の
「
悪
見
 
違
諫
学
 

そ
れ
で
も
不
愛
 諫
 語
を
捨
て
な
い
時
に
は
 
僧
 

今
 に
僧
残
業
が
成
 ヱ
 す
る
の
で
あ
る
。
邪
見
 

あ
る
理
由
に
つ
い
て
は
・
何
等
の
説
明
も
な
い
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
邪
説
を
唱
へ
る
 



五
二
 

 
 

 
 

目
 に
実
行
す
れ
ば
、
 僧
 

 
 

 
 

僧
伽
で
な
く
て
 -
 
は
、
行
 

ふ
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
。
 

 
 

 
 

し
な
い
の
で
あ
る
か
 

 
 

 
 

僧
伽
は
僧
伽
の
秩
序
を
 

 
 

 
 

な
い
わ
ば
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

同
じ
で
あ
る
。
間
 陀
 

 
 

 
 

口
等
 の
も
の
な
り
。
法
は
 

 
 

 
 

昌
己
の
王
八
で
あ
っ
た
 

 
 

 
 

五
達
を
軽
侮
 し
 、
そ
の
 

 
 

 
 

に
 際
し
て
、
五
口
が
 し
 

 
 

 
 

あ
ら
う
。
阿
難
が
仏
陀
 

（
一
丁
Ⅰ
）
 

 
 

 
 

れ
の
場
合
に
も
 コ
 ー
 サ
 

 
 

 
 

壇
 を
言
 ひ
 渡
さ
れ
た
こ
 

 
 

 
 

実
、
が
 
母
胎
と
な
っ
て
 、
 

 
 

 
 

悪
性
遠
謀
 学
 処
は
律
の
 

 
 

 
 

す
る
。
故
に
条
文
中
に
 

 
 

 
 

本
文
に
編
纂
さ
れ
て
ゐ
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1
9
 

五
三
 

信
仰
に
お
け
る
制
裁
の
問
題
 

 
 

 
 

如
律
掲
磨
 
に
し
て
、
 
そ
 

た
の
で
あ
ら
う
。
 

四
 

 
 

 
 

め
て
も
 俄
 惇
生
日
 ん
 

 
 

 
 

、
か
か
る
比
丘
が
如
何
 

 
 

 
 

在
 の
 律
 藏
は
後
世
の
改
 

（
一
山
ハ
ノ
 

 
 

 
 

広
律
 に
共
通
的
に
認
め
 

（
一
 
し
千
 

@
 
）
 

 
 

 
 

な
 行
 ひ
 、
僧
伽
 と
 下
夫
 

 
 

 
 

す
 0
 幅
曲
 
㍉
～
の
 
の
宙
 
-
 
抽
オ
 
0
 ロ
の
・
」
 

 
 

 
 

あ
り
、
一
緒
に
住
し
て
 

 
 

 
 

を
 四
分
は
「
小
捻
悪
見
 

 
 

 
 

誹
 契
経
木
 拾
挙
謁
磨
 」
 

 
 

て
あ
る
。
 

 
 

 
 

を
 例
と
し
て
述
べ
て
 

 
 

 
 

る
 。
そ
れ
に
 よ
 る
と
、
 

 
 

 
 

ぬ
 た
る
後
、
罪
を
与
ふ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

作
し
覚
り
て
応
に
罪
を
 

の
手
続
が
必
要
で
あ
 



 
 

す
、
 難
じ
て
 作
す
 。
憶
念
せ
し
め
て
、
 有
 実
な
る
 

 
 

に
は
、
 必
 ら
ず
現
前
（
本
人
の
面
前
）
で
 
行
 ば
 れ
 

 
 

俊
士
 掲
磨
 、
 挙
罪
謁
磨
 、
下
意
 謁
 磨
を
作
し
 

 
 

て
ゐ
る
者
に
な
し
た
 
謁
 磨
は
無
効
で
あ
る
。
こ
の
 

 
 

は
 、
被
告
が
故
意
に
裁
判
を
忌
避
す
れ
ば
裁
判
は
 

 
 

い
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
 
ぬ
 た
の
で
あ
る
。
第
二
 

 
 

る
 。
「
 汝
 こ
れ
を
作
し
た
り
や
Ⅰ
 
と
 貸
間
し
 、
 「
 

 
 

の
に
無
理
に
掲
 
磨
を
作
 す
こ
と
は
し
な
い
。
本
人
 

 
 

拒
否
し
た
り
、
或
い
は
虚
偽
の
陳
述
を
な
す
こ
と
 

 
 

実
を
追
求
す
る
こ
と
に
僧
伽
生
活
の
生
命
が
あ
 

 
 

あ
る
こ
と
が
、
比
丘
 
達
 全
体
に
徹
底
し
て
 
ぬ
 た
か
 

 
 

と
が
、
こ
の
規
定
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
 

 
 

、
本
人
に
知
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
 

 
 

し
て
罪
を
受
け
る
こ
と
が
意
味
さ
れ
て
ゐ
る
。
 

 
 

な
い
こ
と
を
見
極
め
て
、
然
る
後
に
掲
 
磨
 を
な
す
 

 
 

が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
は
 
謁
磨
 て
あ
る
か
ら
、
 

 
 

不
能
者
は
「
年
秋
」
（
権
利
の
委
任
）
 

し
、
 然
ら
ざ
 

 
 

丘
を
除
外
し
て
事
を
沃
 
定
 し
て
し
ま
ふ
そ
う
な
こ
 

五
四
 

を
 、
承
認
せ
し
め
、
現
前
せ
る
 

ば
な
ら
な
い
。
欠
席
裁
判
は
許
 

此
れ
皆
 不
如
法
の
謁
 磨
 に
し
 

規
則
は
被
 挙
 比
丘
（
 被
 仝
 口
 
）
に
 充
 

不
可
能
に
な
る
が
、
仏
教
の
僧
 

に
 「
憶
念
せ
し
め
る
」
と
は
、
 

我
 れ
ま
さ
し
く
こ
れ
を
作
し
た
 

の
 自
発
的
承
認
が
裁
判
を
作
 す
 

は
 考
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
 

る
の
で
あ
り
、
 
構
 っ
て
虚
偽
を
 

ら
で
あ
る
。
故
に
破
古
の
座
に
 

。
次
に
第
三
の
「
罪
を
与
ふ
」
 

誤
解
や
無
知
の
為
に
罪
に
陥
る
 

悪
見
本
 拾
掲
 磨
の
場
合
に
は
、
 

の
で
あ
る
。
 

勿
論
現
前
僧
伽
の
「
・
和
合
一
が
 

る
 比
丘
は
す
べ
て
出
席
し
て
 ゐ
 

と
を
防
ぐ
意
味
で
あ
り
、
同
時
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へ
る
為
で
あ
る
。
同
時
に
 又
か
 

 
 

あ
る
。
悪
見
本
槍
 謁
 磨
の
自
は
 

 
 

謁
を
行
っ
て
、
 阿
梨
旺
を
僧
 

 
 

な
け
れ
ば
 謁
 磨
を
結
し
、
こ
こ
 

 
 

丘
と
 小
兵
 往
 に
な
る
・
義
務
を
負
 

 
 

て
 、
 被
拳
 比
丘
 と
 共
住
し
て
は
 

こ
と
に
な
る
。
 

 
 

は
 合
す
る
が
細
か
な
点
に
 

 
 

制
裁
と
同
じ
で
あ
る
と
さ
れ
て
 

 
 

を
宙
 ん
で
 ぬ
 る
。
 即
 ・
ち
そ
れ
は
 

 
 

比
丘
尼
 教
 誠
の
選
を
受
 ソ
、
べ
 

 
 

，
 べ
か
ら
ず
。
 7
 他
の
相
似
の
 

 
 

人
を
呵
す
べ
か
ら
ず
。
Ⅱ
清
浄
 

 
 

す
べ
か
ら
ず
。
 巧
 許
可
を
求
む
 

（
三
一
一
）
 

 
 

の
 十
八
事
で
あ
る
。
四
分
律
に
 

 
 

ま
れ
て
ゐ
る
が
、
 向
 こ
の
外
に
 

 
 

 
 

（
一
一
五
）
 

（
二
七
 

%
 
）
 

 
 

随
順
し
て
五
事
を
行
ず
べ
き
な
 

僧
伽
に
お
け
る
制
裁
の
問
題
 

つ
い
て
は
 諸
 律
の
間
に
一
致
は
認
め
ら
れ
な
い
。
 

ぬ
 る
。
こ
の
点
は
他
律
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
 

「
工
人
に
具
足
戒
を
授
く
べ
か
ら
ず
。
 2
 人
に
 

か
ら
ず
。
 5
 選
ば
れ
る
も
比
丘
尼
を
教
 試
 す
べ
か
 

罪
を
犯
す
べ
か
ら
ず
。
 8
 北
 よ
り
悪
し
き
罪
を
犯
 

比
丘
の
布
薩
を
妨
ぐ
べ
か
ら
ず
。
 桟
自
 悉
を
妨
ぐ
 

へ
 か
ら
ず
。
㎎
罪
を
難
ず
べ
か
ら
ず
。
 U
 罪
を
憶
 

は
 五
事
ず
っ
纏
め
て
 セ
 種
を
挙
げ
、
ム
月
計
三
十
五
 

（
一
一
四
）
 

日
常
生
活
の
心
得
等
も
列
挙
さ
れ
て
ゐ
る
。
五
分
 

ぬ
 る
。
以
上
の
三
律
は
大
体
 パ
一
リ
 律
に
ム
口
 す
 

り
 」
と
し
て
、
比
丘
 事
 、
比
丘
尼
 事
 、
春
屋
事
・
 

五
五
 

く
し
て
な
さ
れ
た
僧
伽
の
決
定
に
は
、
全
員
が
責
 

、
和
合
僧
の
席
上
で
、
一
人
の
比
丘
が
立
つ
て
、
 

伽
と
 小
兵
 往
 な
ら
し
む
べ
し
」
と
議
題
を
提
案
す
 

に
 悪
見
 本
捨
謁
 磨
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
 

ふ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
禁
を
破
っ
て
 被
挙
 比
丘
に
 

な
ら
な
い
と
 云
ふ
 律
に
触
れ
、
 波
逸
提
に
 堕
す
る
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む
こ
と
が
許
さ
れ
て
 

 
 

 
 

と
 見
な
く
て
は
な
ら
な
 

 
 

 
 

に
 比
丘
 達
 と
の
交
際
が
 

 
 

 
 

五
が
出
席
し
な
く
と
 

 
 

 
 

に
 出
席
す
る
こ
と
は
 
-
 
な
示
 

 
 

 
 

機
会
を
与
へ
ん
が
為
で
 

 
 

 
 

を
よ
 く
守
り
、
随
順
行
 

はるな こ為い 煮 味得あ てで 次 にこ るる。 大翔 体磨 
れ に 。 で 通 る 比 と 諸 に 事 

 
 

中
に
は
他
律
と
合
す
る
項
目
 

 
 

に
も
見
ら
れ
、
四
分
と
僧
祇
 

 
 

戒
を
授
け
た
り
、
俊
士
を
与
 

 
 

で
あ
る
。
異
端
説
を
説
く
者
 

 
 

謁
 磨
 る
遮
 す
べ
か
ら
ず
」
 以
 

 
 

持
っ
て
ゐ
る
。
故
に
こ
れ
を
 

 
 

随
を
妨
ぐ
べ
か
ら
ず
一
等
 
は
 

 
 

許
さ
れ
な
い
。
 必
 ら
ず
 繊
悔
 

 
 

比
丘
は
こ
れ
を
 遮
 す
る
こ
と
 

 
 

他
 比
丘
の
罪
を
挙
げ
る
種
々
 

等
 が
許
さ
か
な
い
の
で
あ
る
。
 

五
山
 
ハ
 

も
 多
い
が
、
し
か
し
余
分
の
項
目
も
あ
る
。
 

と
に
は
更
に
余
分
の
も
の
が
あ
る
わ
け
で
あ
 

へ
た
り
（
指
導
を
す
る
こ
と
）
、
 

沙
 禰
を
蓄
へ
 

に
こ
れ
が
禁
止
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
 

下
は
、
僧
伽
の
会
議
に
発
言
を
禁
ず
る
意
味
 

失
 ふ
こ
と
は
、
僧
伽
の
正
式
の
構
成
員
と
し
 

、
 他
 比
丘
の
罪
を
指
摘
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
 

し
て
清
浄
に
な
っ
て
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

が
で
き
る
。
 自
洛
 を
速
す
る
、
罪
を
指
摘
す
 

な
る
現
人
ロ
 

を
云
 ふ
め
て
あ
り
、
こ
の
比
丘
に
 2 ㏄ 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
 云
っ
て
み
 る
 。
 即
 

 
 

 
 

へ
し
 。
若
し
来
り
て
 塔
 

 
 

 
 

住
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
 

 
 

 
 

共
に
せ
ず
。
法
を
共
に
 

 
 

 
 

欲
せ
ば
 便
ち
 坐
せ
 、
と
 

 
 

 
 

も
そ
の
屍
を
供
養
す
る
 

 
 

 
 

あ
る
が
、
し
か
し
僧
祇
 

 
 

 
 

一
方
に
は
当
時
大
乗
 仏
 

 
 

 
 

ら
の
排
除
を
主
張
し
て
 

ぬ
 る
こ
と
は
、
一
考
す
べ
 き
 事
柄
で
あ
る
。
 

五
 

 
 

 
 

へ
た
。
そ
し
て
悪
性
 

 
 

 
 

れ
は
 内
 ・
 
谷
 的
に
は
上
記
 

（
一
一
九
）
 

 
 

 
 

る
と
 
一
 然
ら
ば
比
丘
 達
 

（
 
一
 
-
 
一
八
）
）
 

 
 

 
 

れ
て
ゐ
る
、
四
分
律
で
 

（
一
一
一
一
一
一
）
 

（
 
亡
 
一
一
 

（
一
一
一
一
 

 
 

 
 

磨
 」
、
五
分
 律
も
 「
 不
 

 
 

 
 

順
序
は
何
れ
の
律
蔵
 で
 

五
セ
 

信
仰
に
お
け
る
制
裁
の
問
題
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外
 

 
 

 
 

ら
 

 
 

 
 

よ
 

 
 

 
 

か
ら
ず
。
 

道
に
奉
仕
 

ず
 。
乾
固
 

り
 立
つ
べ
 

か
ら
ず
。
     38  し 一 十 26 

比
丘
 と
比
 

，
 べ
か
ら
 

屋
内
の
非
 

。
 菊
精
 ・
 
含
 

相
 倶
に
 語
 

も
 大
体
同
じ
で
あ
る
。
 

下
見
 罪
掲
 磨
も
悪
見
本
 拾
 

（
一
一
 

市
凸
 

一
）
 

る
 。
即
ち
 パ
一
リ
 律
に
よ
れ
 

憶
念
せ
し
め
た
る
後
、
罪
を
 

し
、
 次
い
で
三
堀
 磨
 を
な
し
 

ね
 、
僧
伽
 と
 小
兵
 往
 な
ら
し
 

小
兵
住
の
条
件
は
諸
 律
の
 

他
 の
律
蔵
で
は
、
小
兵
住
の
 

多
く
の
条
件
を
出
し
て
ゐ
る
 

へ
 か
ら
ず
。
 4
 比
丘
尼
 教
誠
 

李
罪
叛
膳
を
 受
け
た
る
罪
を
 

9
%
 磨
を
遮
 す
べ
か
ら
ず
。
 

㎎
臥
具
の
設
 け
 、
Ⅱ
洗
足
 水
 

  

五
八
 

 
 

じ
で
あ
り
、
障
っ
て
 
鵜
 磨
の
仕
方
も
大
略
同
じ
で
あ
 

 
 

を
難
 ず
べ
し
。
難
じ
た
る
後
、
憶
念
せ
し
む
べ
し
。
 

 
 

で
、
一
人
の
比
丘
が
立
っ
て
不
見
 罪
謁
 磨
の
白
を
な
 

 
 

成
立
す
れ
ば
、
そ
の
比
丘
は
種
々
 な
 資
格
が
停
止
さ
 

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

ハ
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
 
バ
一
リ
 律
を
除
い
て
 

 
 

一
リ
 律
の
み
は
悪
見
下
槍
 掲
 磨
の
場
合
よ
り
も
更
に
 

 
 

。
 2
 人
に
依
止
を
与
ふ
べ
か
ら
ず
。
 3
 秒
禰
を
蓄
ふ
 

 
 

試
 す
べ
か
ら
ず
。
 6
 僧
伽
よ
り
罪
を
見
ざ
る
に
ょ
り
 

 
 

8
 そ
れ
よ
り
も
悪
し
き
罪
を
犯
す
べ
か
ら
ず
。
 

 
 

、
 花
迎
逆
 、
は
ム
ロ
 

掌
、
 Ⅱ
恭
敬
、
 F
 坐
具
の
設
 け
 、
 

 
 

洗
 背
を
受
く
べ
か
ら
ず
。
 援
 清
浄
比
丘
を
壊
 戒
 な
り
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せ
 し
む
べ
か
ら
ず
。
 弗
 

 
 

 
 

は
 、
悪
見
本
槍
 謁
磨
の
 

 
 

 
 

座
 に
着
く
べ
 き
 制
裁
で
 

 
 

 
 

条
件
は
、
小
兵
 住
と
他
 

 
 

 
 

ら
な
い
と
 云
 ふ
こ
と
 

 
 

以
上
の
如
く
パ
ー
リ
律
で
は
不
見
 罪
鵜
 雙
の
制
裁
は
 、
 悪
見
 本
捨
謁
 磨
の
制
裁
 

 
 

 
 

三
十
五
事
を
何
れ
の
 掲
 

 
 

は
 悪
見
 本
拾
鵜
膳
 に
は
十
八
事
を
出
す
の
み
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

な
っ
た
。
こ
れ
は
 浬
 

 
 

 
 

て
ゐ
る
点
が
見
ら
れ
 

 
 

 
 

し
か
け
る
べ
か
ら
ず
、
 

 
 

 
 

し
な
い
が
、
し
か
し
 共
 

 
 

 
 

趣
旨
を
・
律
の
ヱ
場
か
ら
 

 
 

 
 

上
 の
如
 き
 形
で
 損
 席
さ
 

 
 

 
 

限
り
、
自
己
の
行
為
を
 

 
 

 
 

分
 に
果
し
得
る
の
で
あ
 

 
 

 
 

伽
の
成
員
全
体
を
制
約
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
が
、
し
か
し
 

五
九
 

僧
伽
に
お
け
る
制
裁
の
問
題
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あ
る
か
ら
今
は
省
略
す
る
。
 

 
 

 
 

説
を
説
く
こ
と
と
、
 

 
 

 
 

解
釈
に
関
し
て
見
解
の
 

 
 

 
 

と
 駕
し
り
合
ふ
で
あ
ら
 

 
 

 
 

あ
ら
う
。
か
か
る
場
合
 

 
 

 
 

ふ
 よ
り
方
法
は
な
い
。
 

 
 

 
 

体
 が
二
 派
 に
分
れ
て
 柑
 

 
 

 
 

由
 P
 ）
の
危
険
を
冒
す
こ
 

 
 

 
 

っ
 た
り
、
罪
な
き
者
が
 

 
 

 
 

へ
ぎ
 こ
と
、
並
び
に
 僧
 

 
 

 
 

 
 

 
 

げ
で
あ
る
。
 
そ
 ・
）
 
て
 律
の
規
範
の
権
威
を
維
持
す
 

は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

て
ゐ
る
。
こ
れ
は
不
見
 

罪
 と
異
つ
て
、
自
己
の
犯
 

 
 

こ
れ
も
 挙
罪
掲
贈
 の
一
種
で
あ
り
、
本
質
的
に
は
 

 
 

る
と
見
て
よ
い
。
こ
れ
も
何
れ
の
 

律
 蔵
も
開
院
 
を
例
 

（
一
一
一
七
）
 

 
 

 
 

（
三
九
）
 

（
 
四
 0
 ）
 

（
四
一
   

畢 べ と 下 し 
た
 罪
を
認
め
る
が
、
し
か
 

・
 
見
罪
謁
磨
と
 同
じ
も
の
で
 

し
て
説
明
し
て
ゐ
る
。
 パ
 

し
 」
と
規
定
し
て
ゐ
る
。
 

ネ
能
 作
挙
謁
磨
一
と
 訳
し
 

六
 O
 

㏄
 
2
 

る
 根
源
と
な
っ
て
ゐ
る
と
 
云
 



ユ
 
"
 
㌧
 
ノ
，
 

 
 

 
 

の
 制
裁
 謁
 磨
を
説
い
 

 
 

 
 

田
 ㏄
卍
ト
（
 

ゴ
ト
ト
円
ソ
 

Ⅱ
せ
 
い
卜
み
 

・
「
 
駆
 

 
 

 
 

ヰ
ガ
・
の
四
海
 磨
 で
あ
 

 
 

 
 

為
を
禁
ず
る
 謁
磨
 で
あ
 

 
 

 
 

る
こ
と
を
命
ず
る
 謁
磨
 

 
 

 
 

の
 土
地
（
精
 舎
 ）
か
ら
 

 
 

 
 

益
を
計
っ
た
比
丘
に
課
 

 
 

 
 

、
し
か
し
 挙
罪
掲
媛
の
 

 
 

 
 

て
諫
 古
さ
お
て
も
 背
き
 

 
 

 
 

あ
る
。
し
か
る
に
此
等
 

 
 

 
 

や
め
よ
と
 掲
磨
 を
な
す
 

 
 

 
 

が
 信
者
に
謝
罪
す
る
こ
 

 
 

 
 

の
 意
味
で
あ
り
、
依
 正
 

 
 

 
 

者
に
謝
罪
す
る
こ
と
 

 
 

 
 

考
へ
難
い
。
 

 
 

 
 

ぅ
 。
そ
れ
を
ど
 う
す
 

 
 

 
 

な
れ
ば
、
邪
見
を
拾
 て
 

0
5
 

棺
仰
 に
お
け
る
制
裁
の
問
題
 

山
 
八
一
 

 
 



Ⅱ
 
ノ
 
へ
 一
一
 

 
 

 
 

し
て
、
制
裁
 

 
 

 
 

て
 ゐ
な
い
。
 

 
 

 
 

 
 

者
の
不
利
益
 

 
 

 
 

れ
を
不
見
 罪
 

 
 

 
 

0
%
 酒
 に
も
 

 
 

 
 

。
即
ち
 パ
｜
 

 
 

 
 

た
 者
が
そ
の
 

 
 

 
 

ら
れ
れ
ば
、
 

 
 

 
 

は
れ
る
。
 そ
 

 
 

 
 

、
そ
れ
を
 学
 

 
 

補
っ
て
ゐ
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
 

 
 

 
 

れ
て
ゐ
る
 

 
 

 
 

来
話
 謁
磨
 」
 

 
 

 
 

折
伏
 謁
磨
 、
 

 
 

 
 

磨
を
説
い
て
 

 
 

 
 

み
が
他
律
の
 

 
 

 
 

ず
る
 謁
磨
で
 

 
 

 
 

服
 徒
し
な
い
 者 あ 折 ゐ 2 は   
が り 伏 る 数以 し 
あ 、 鵜 。 鞍上 か 
つ 梵 押 こ、 犯 の る 

処 し 直 謁 り 挙 鵜 を 即 を 
と て ち 膳 待 罪 磨 な ち 加   



信
仰
に
お
け
る
制
裁
の
問
題
 

          

20 ア 

 
 

 
 

て
 方
の
方
が
合
理
的
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ハ
一
 リ
 、
四
分
、
五
 

 
 

 
 

に
 関
係
が
あ
る
で
あ
 

 
 

 
 

る
こ
と
が
 て
 き
 る
 。
 

 
 

 
 

せ
し
め
て
、
波
羅
 提
 

 
 

 
 

の
で
ヱ
入
っ
て
論
ず
 

こ
と
は
避
け
た
い
。
 

 
 

こ
生
 

@
,
 

 
 

く
 
力
 女
 
@
.
 

 
 

巻
 三
六
 

 
 

は
 @
 

 
 

同
、
 

 
 

を
拮
 

 
 

一
、
 

 
 

す
 る
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
。
 

二
 、
前
 註
 参
照
。
 

五
 、
 註
一
 参
照
。
 

三
、
四
分
律
 巷
一
 、
大
正
二
二
、
五
七
一
中
。
 

 
 

織
 に
関
 

 
 

汝
等
 当
 

 
 

㍉
田
本
 

 
 

を
な
 

 
 

 
 

、
戎
 

 
 

低
太
 茂
 

 
 

解
脱
 

 
 

 
 

 
 

0
 人
 

 
 

・
 根
 

 
 

こ
よ
 

@
@
 

珪 る 木 そ ら 分 ヰ ヰ ハ - @ 



 
 

口
分
 

 
 

、
五
 

 
 

律
巻
 

 
 

由
吋
倒
 

 
 

の
切
 

 
 

の
漆
 

 
 

照
 。
 

 
 

一
四
、
 

 
 

ノ
氏
 

 
 

十
諦
 

 
 

大
正
 

二
三
、
八
四
 0
 下
 。
 

 
 

四
種
 謂
 

 
 

で
あ
 

 
 

こ
と
 

 
 

仏
教
 

教
団
に
お
け
る
裁
判
 
組
籠
 」
 

 
 

七
頁
 以
 

下
 。
中
河
合
巻
五
四
、
大
正
一
、
七
六
三
。
 

 
 

 
 

 
 

し
大
 

正
一
、
セ
 %
 
ハ
 %
 ハ
 。
 

 
 

伝
 第
一
 

 
 

ま
五
 

Ⅰ
 

山
 
八
四
 

0
8
 

 
 

 
 

有
部
 

 
 

五
分
 

 
 

二
八
 

 
 

、
大
 

 
 

上
 。
 

 
 

肚
 ㏄
 の
 

 
 

侍
ゴ
 
。
 

レ
絃
曲
叶
 
・
 史
 ）
 
n
.
 
o
h
 
 

ト
 
Ⅰ
 -
 
ゆ
ミ
ツ
 

の
 笘
 ㌃
）
 の
 し
・
 之
 0
 の
 @
 
 
砕
片
 ワ
 ㏄
㏄
 

一
 三
、
前
 註
 参
照
。
 

 
 

ノ
白
ト
 

南
伝
 簗
セ
 番
一
四
二
頁
。
 

 
 

 
 

Ⅰ
 つ
 
め
の
の
 
｜
め
 

 
 

的
の
目
 

 
 

が
巻
 

 
 

、
翔
 

 
 

翔
磨
 

 
 

、
大
 

 
 

西
蔵
 

 
 

田
口
 

 
 

目
 の
の
・
 

コ
 一
口
 

円
 
の
ぺ
 

o
p
.
 
H
 

（
 
ロ
 
・
 つ
い
 
ペ
円
 
ひ
 ・
㌧
 づ
 ・
 
ト
 Ⅰ
・
切
の
・
 

ト
 
の
卜
の
・
）
 

 
 

リ
ゴ
ロ
 

 
 

曲
ら
 
ゴ
 ・
 



 
 

で
が
 
宙
 

 
 

 
 

 
 

五
億
 
り
 ・
 

 
 

d
p
q
.
 

 
 

大
体
 

 
 

俸
が
 

 
 

し
て
 

 
 

な
ら
 

 
 

 
 

 
 

れ
て
 

 
 

で
あ
 

 
 

下
女
 

 
 

と
云
 

 
 

一
一
、
 

 
 

分
律
 

 
 

乱
れ
 

冬
二
五
、
大
正
 岡
 Ⅰ
四
二
 
セ
中
 。
 

 
 

 
 

一
九
、
四
分
律
 巻
 四
五
、
大
正
二
二
、
八
九
六
上
。
 

二
 0
 、
 せ
ぎ
 ㏄
 番
へ
 り
の
（
 

宙
 百
二
の
・
 つ
っ
 
・
の
 

o
.
P
 
 

の
 

三
一
、
五
分
 律
奉
 二
四
、
大
正
二
二
、
一
六
一
中
。
 

一
一
一
一
、
の
 

甘
 二
の
Ⅱ
 

曲
沖
 
㏄
が
 く
 0
 ㌃
 目
 
（
・
Ⅰ
 
づ
 ・
㏄
 
甘
，
の
 

 
 

大
正
 

僧
伽
に
お
け
る
制
裁
の
問
題
 

同
 、
八
八
九
丁
。
 

二
四
、
五
分
 律
巻
 二
四
、
大
正
二
二
、
ニ
八
三
上
。
 

二
五
、
十
請
待
養
三
一
、
大
正
二
三
、
二
二
 
セ
下
 。
 

 
 

オ
の
 
ぺ
 が
の
・
 

 
 

 
 

裏
 の
 細
 

諦
は
巷
 二
五
、
大
工
 同
 、
四
三
三
上
に
出
る
。
 

二
八
、
僧
祇
得
替
二
六
、
大
正
二
三
、
四
三
九
 
中
 。
 

 
 

ゴ
リ
 
く
 の
 

 
 

ガ
 
ガ
す
・
 

 
 

・
 南
 

 
 

め
 り
 

 
 

曲
 ヰ
田
の
Ⅱ
 

の
ら
 
P
 Ⅰ
㏄
 
か
コ
由
せ
 

。
 田
オ
 
の
の
つ
り
 

コ
 ロ
ピ
曲
目
 
ガ
が
 
Ⅰ
 ロ
レ
ゅ
 
Ⅰ
 

三
 ①
Ⅰ
四
分
律
 拳
 四
五
、
大
正
二
二
、
八
九
四
上
。
 

三
一
、
十
説
得
替
三
一
、
大
正
二
三
、
二
二
五
 

中
 。
 

二
三
Ⅰ
 倍
砥
律
 養
二
四
、
大
正
二
 
三
ヰ
 四
二
六
 中
 。
 

三
三
、
五
分
得
替
二
三
、
大
正
二
二
、
一
五
八
上
。
 

三
四
、
 註
 二
九
に
同
じ
。
 

 
 

一
一
一
一
一
、
 

 
 

八
九
 

 
 

士
、
 
Ⅹ
 

 
 

下
 。
 

㌧
 ゆ
コ
 
串
田
 
0
 オ
ぎ
 
p
 ガ
由
 
く
が
の
（
 

目
で
，
 
め
 り
 

六
五
 

2
0
9
 



四 四 四 三 三           

  
      を詩練べ 「 四       

のべ別つ 若 見上八六 

一 ょ を ず 。 義故 せに 等作 足 さ 

て君 ん 、 の ん 

のしと 故 我 、 闘比と 詩五 欲 
に等是雪 の す 
" 是の起興る   

第 

  四 四 闘 

の む であ 捨に 6 本るに り   （ 左こ ・   

  

度 半作 無 
  罪せ 異 

  

2 Ⅰ 0 



六
七
 

 
 

歩
 
律
巻
 

く
 

 
 

 
 

 
 

借
舐
 

 
 

十
三
 

 
 

十
二
 

 
 

三
 O
 

 
 

大
正
 

 
 

セ
 O
 

 
 

0
 
目
㏄
 

 
 

目
め
 

 
 

麟
ト
 

つ
つ
 
・
ま
砕
 

 
 

の
 作
法
 

 
 

制
裁
 

 
 

に
か
 

 
 

の
効
 

 
 

磨
を
 

 
 

を
兵
 

 
 

種
の
 

 
 

う
と
 

思
 は
れ
る
。
 

口
セ
 
、
 倍
砥
 
樺
巻
二
四
、
大
正
二
三
、
四
二
二
中
以
下
。
 

 
 

 
 

信
仰
に
お
け
る
制
裁
の
 

W
 短
 

四
九
、
倍
 砥
律
巻
 二
四
、
大
正
二
三
、
四
二
四
丁
。
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もはをらの 事例近を @, こ れイ寄 たあ の ド 

  
  

ヨ 

ア ョ 

ヒ 百 
ム ム 

    
  

ワ   

、 ソ ノ 渤な ヘ 

ハ % 

  
を 

，悼 
む 

昔は祖 て 伝っ 
楽今父産 へた 

出 の 境 体や 。 酉 、 たと 々ゼ 
来 がに 暇 う そ ド身 つで ス 日 

六
八
 

2
 
Ⅰ
 
2
 

 
 

ぅ
 し
た
 御
 

 
 

の
 如
く
 、
 

 
 

ハ
を
字
間
 

 
 

第
一
次
大
 

 
 

の
時
 ミ
ユ
 

 
 

ル
リ
ソ
 

 
 

ヒ
 大
学
 よ
 

 
 

ル
ク
大
学
 

よ
 り
神
学
博
士
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

無
給
 講
 

 
 

歳
 
（
一
九
 

 
 

ら
れ
た
。
 

 
 

に
 客
員
教
 

 
 

年
 
（
四
八
 

 
 

米
国
市
民
 

権
 の
獲
得
 は
 一
九
四
六
ヰ
の
こ
と
て
あ
る
。
 

 
 

こ
と
が
 

 
 

コ
、
 

・
 
>
 し盤
，
 

 
 

㌧
の
 
毛
 ）
の
の
の
 

｜
 

 
 

の
 
Ⅰ
の
 
由
 
<
v
 

け
の
コ
 

 
 

た
だ
げ
に
 

 
 

一
ド
が
伝
 

 
 

-
-
 

、
 l ル
 

 
 

シ
ョ
ン
に
 



 
 

士
は
 聞
き
 

る
 。
 

 
 

ヤ
 ・
 デ
 

 
 

ん
、
 私
は
 

 
 

 
 

や
 -
/
 
だ
つ
た
。
宗
教
は
最
 

 
 

 
 

大
僧
正
ウ
イ
リ
ア
ム
・
 
テ
 

 
 

 
 

会
 に
転
ぜ
ら
れ
た
。
趣
味
 

 
 

 
 

デ
ル
ス
ゾ
 一
ン
の
 未
発
表
 

 
 

 
 

ョ
 は
れ
、
演
奏
会
を
何
時
も
 

 
 

 
 

援
用
ア
パ
Ⅰ
 
ト
の
 一
室
に
 

 
 

 
 

て
い
た
が
、
こ
れ
が
 
タ
ダ
 

 
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

と
 尋
ね
た
 

 
 

偉
大
な
 

 
 

 
 

の
眼
識
が
周
辺
科
学
の
末
 

 
 

6
 基
因
 す
 

住
し
て
間
も
な
い
頃
の
先
生
だ
っ
だ
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

昌
 。
が
 毛
 。
 ヴ
 。
 
、
 ・
 ロ
、
コ
 
"
 （
 

 
 

 
 

新
 カ
ン
ト
派
哲
学
の
影
響
 

 
 

 
 

っ
た
 。
他
方
に
は
、
ま
た
 

 
 

 
 

賜
ふ
と
 ぎ
 

 
 

コ
 Ⅰ
の
（
Ⅰ
 
毬
屈
 窯
の
現
象
学
 

 
 

 
 

常
 と
し
て
 
ミ
 ・
 甘
日
窃
 ，
 

 
 

 
 

多
い
が
比
較
的
 新
 ら
し
い
 

 
 

 
 

耳
 2
 曲
 丘
 H
,
 

、
 ヰ
 
@
 
一
 
ド
ロ
 

キ
 
-
 ・
 C
 Ⅱ
 
@
 
ヴ
川
 
ツ
 
（
）
：
 

 
 

 
 

ダ
待
 等
の
著
を
推
薦
し
て
 
居
 

 
 

談
を
飛
ば
ら
れ
た
。
 

 
 

 
 

る
 。
 先
 

 
 

 
 

げ
る
。
即
ち
研
究
態
度
に
 

 
 

コ
 ア
ヒ
ム
・
ワ
ッ
ハ
教
授
を
樟
 
む
 

六
九
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別
と
、
 
研
 

 
 

 
 

 
 

0
 分
析
・
 

解
 

 
 

質
 理
解
を
 

 
 

ぬ
範
 
学
と
 

 
 

欧
米
一
般
 

 
 

た
せ
て
、
 

 
 

た
 ）
は
 
、
 

 
 

数
社
会
学
 

の
 
0
 
缶
 
。
 
村
 -
9
 

Ⅱ
 o
h
 
オ
 
0
 
目
 
吐
 。
二
の
四
者
 

に
 分
れ
る
。
 

 
 

目
す
る
 

 
 

先
生
の
場
 

 
 

さ
し
め
る
 

 
 

用
語
た
る
 

 
 

の
弓
の
Ⅰ
二
日
 

ぜ
 

 
 

と
も
し
 
難
 

 
 

れ
る
傾
向
 

 
 

人
は
歴
史
 

 
 

を
営
む
。
 

 
 

表
出
上
の
 

 
 

経
験
の
種
 

 
 

教
 経
験
と
 

は
 一
体
何
で
あ
る
か
。
 

 
 

も
の
 "
 

 
 

l
 に
展
し
 

 
 

は
こ
れ
を
 

 
 

の
 客
観
性
 

 
 

五
一
年
 

 
 

た
 先
生
の
 

 
 

一
に
人
間
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